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1 はじめに

Altova StyleVision Server は、 Altova StyleVision の 内蔵の実行エンジンの実装です。 Altova の FlowForce Server

のモジュールとして作動し、スタンドアロンサーバー製品 としても使用することができます。

StyleVision Server は、FlowForce Server  にデプロイされた変更パッケージを変換します。これらの変換は、プログラムすることの

できるタイムトリガー、ファイルトリガー、またはリモートトリガーなどをベースにして FlowForce Server により開始されます。更に、

StyleVision Server の機能は、コマンドライン により呼び出すこともできます。

システム必要条件、インストール、とライセンス

StyleVision Server は以下のオペレーティングシステム上でサポートされています:

Windows

プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10

Windows Server

プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008 R2 SP1 または以降

Linux

· CentOS 7 または以降

· RedHat 7 または以降

· Debian 8 または以降

· Ubuntu 16.04 LTS または以降

次のライブラリはアプリケーションをインストールし実行するために必要とされるライブラリです。下のパッケージが使用中 Linux のマシンで

使用できない場合、 yum (または、適用できる場合、 apt-get を) コマンドを実行してインストールしてください。

サーバー CentOS, RedHat Debian Ubuntu

LicenseServer krb5-libs libgssapi-krb5-2 libgssapi-krb5-2

StyleVision Server qt5-qtbase-gui, krb5-

libs

libqt5gui5, libgssapi-

krb5-2

libqt5gui5, libgssapi-

krb5-2

メモ:    Altova チャート機能を使用する場合、チャートが正確に表示されるように少なくともフォントの1つがシステム上にインストールさ

れている必要があります。インストールされているフォントをリストするには、例えば Fontconfig ライブラリの fc-list コマンドを使用

してください。

macOS

macOS 10.13 または以降

StyleVision Server は、 32-ビット と 64-ビット  W indows マシン上でご使用いただけます。インストールとライセンスに関する詳細は、

次を参照してください:  Windows、  Linux、  と macOS  セットアップ 。
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http://www.altova.com/stylevision.html
http://www.altova.com/flowforce.html
https://www.freedesktop.org/wiki/Software/fontconfig/
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メモ: 記入可能な PDF の記入可能なパートが、 macOS システム上で開かれ、 PDF が不足している場合、Java 6 がマシン上に

インストールされていないことが原因の場合があります。これが原因の場合、 https://support.apple.com/kb/dl1572?

locale=en_US から Java 6 をインストールすることができます。 Java 6 よりも新しいバージョンがシステム上に既にインストール

されている場合、 Java 6 バージョンよりも古いバージョンをインストールした場合でも、システムのデフォルトバージョンとなる新しい

バージョンの作動に影響を与えません。 

最終更新日:  2021年02月24日

https://support.apple.com/kb/dl1572?locale=en_US
https://support.apple.com/kb/dl1572?locale=en_US
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2 機能

StyleVision Server は、 XML ファイルを 出力 HTML、 PDF、 RTF、 と DOCX ドキュメントに XSLT スタイルシートを使用して変

換します。これらの XSLT スタイルシートは、スタイルシートデザイナーアプリケーション Altova StyleVision で作成された PXF から取得さ

れます。 

StyleVision Server を以下の2つの方法で使用することができます:

· Altova FlowForce ワークフロー の一部として使用。 Altova FlowForce に関しての詳細は、Altova W eb サイトを参

照してください。

· コマンドライン インターフェイス (CLI) を使用してアクセスするスタンドアロンサーバー製品  として使用。

XML 入力ファイル と PXF ファイルは、必要な出力ドキュメントを生成する StyleVision Server にパスされます。

9

9

http://www.altova.com/stylevision.html
http://www.altova.com/flowforce.html
https://www.altova.com/ja/flowforce.html
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2.1 FlowForce ワークフロー内

FlowForce ジョブは、 Altova FlowForce Server 内で作成されます。FlowForce ジョブは以下を指定します:  (i) StyleVision

Server 変換の入力と出力。および (ii) 一日の特定の時間など特定の時間にジョブが実行されるためのトリガー。実行時に Altova

FlowForce Server は、変換命令の変換を実行する StyleVision Server にパスします。

FlowForce ワークフロー内での StyleVision Server の役割は、下の図に示されています。 (FlowForce ジョブは、実行のために

Altova MapForce Server に送られた Altova MapForce マッピングを作成することができるため、ワークフロー内での MapForce

Server の役割も表示されています)。

FlowForce ジョブ により呼び出すには、コマンドラインを使用して、StyleVision Server を呼び出すことができます。使用方法は、

StyleVision Server コマンドライン のセクションで説明されています。 

31

http://www.altova.com/flowforce.html
http://www.altova.com/mapforce/mapforce-server.html
http://www.altova.com/mapforce.html
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2.2 スタンドアロンのサーバーとして

StyleVision Server をスタンドアロン製品として、 W indows、Linux、 および macOS システムにインストールすることができます。 この

バージョンでは、 コマンドラインを使用してのみ機能が呼び出されます。 使用方法は、StyleVision Server コマンドライン のセクション

で説明されています。 

31
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3 StyleVision サーバーセットアップ

このセクションでは StyleVision Server のセットアップのための手順について説明されています。以下について説明されています:

· プロセッサーコアとライセンス  に関する情報

· Windows  システム上の StyleVision Server のインストールとライセンス

· Linux  システム上の StyleVision Server のインストールとライセンス

· macOS  システム上の StyleVision Server のインストールとライセンス

12

13

19

25



12 StyleVision サーバーセットアップ プロセッサーコアとライセンス

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision Server 2021

3.1 プロセッサーコアとライセンス

Altova サーバー製品へのライセンス供与は (ロジカルなコアの数量ではなく)製品マシン上で使用することのできる 物理的なプロセッサーの

コア の数量をベースにしています。例えば、デュアルコアプロセッサーには、クアッドコアプロセッサー4コア、ヘキサコア6コアなどの2つのコアが存在

します。製品にライセンス供与されたコア数は、物理または仮想マシン上に関わらず、サーバーマシン上で使用することのできるコアの数量と同

数、または、それ以上である必要があります。例えば、サーバーが8コア持つ場合、8コアライセンスを購入する必要があります。 コアの数量を

満たすためにライセンスを組み合わせることもできます。ですから、2つの4コアライセンスを使用して、8コアライセンスの代わりに8コアを達成する

こともできます。 

処理する容量は少ないが、CPU コアの大きなコンピューターサーバーを使用している場合、 少ない数量のコアに割り当てられている仮想マ

シンを作成し、その数量のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイの場合、もちろん、コンピューターのすべてのコアを使用する場

合に比べこのようなデプロイの処理スピードは遅いです。 

メモ: 各 Altova サーバー製品ライセンスは、使用されていないライセンス供与能力が存在する場合でも、 Altova サーバー製品がイン

ストールされているマシンで、一度に1つのクライアントマシンのためにのみ使用することができます。例えば、10 コアライセンスが 6

CPU コアを持つマシンのために使用されている場合、残りのライセンス許与能力の 4 コアは、他のクライアントマシンのために同時

に使用することはできません。

単一スレッド実行

Altova サーバー製品が単一スレッドの実行を許可すると 単一スレッドの実行 を使用できるようになります。この場合、Altova サーバー製

品ライセンスはライセンスプール内で1コアのみ使用することができます。複数のコアを持つマシンはこの1コアライセンスに割り当てることができま

す。このような場合、その製品を作動するマシンは単一コアで作動します。(マルチコアでは使用可能な)複数スレッドを使用できないため処理

はこのために遅くなります。製品はそのマシン上で単一スレッドモードで実行されます。

マルチコアマシンに単一コラライセンスを割り当てるには、その製品のために LicenseServer 内で 「単一スレッド実行に制限する」 チェッ

クボックスを選択してください。

必要なコアの見積もり

サーバーが扱うことのできるデータの量と処理回数を影響する多くの外部要素が存在します。 (例えば:  ハードウェア、 CPU 上の現在のロー

ド、サーバー上で作動する他のアプリケーションのメモリの割り当てなどが挙げられます)。パフォーマンスを正確に測定するために、データの量、

条件、およびビジネスの環境に近い状態でアプリケーションをテストしてください。
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3.2 Windows でのセットアップ

このセクションは W indows システムへの StyleVision Server のインストール とライセンス について説明します。

W indows へのインストール

· システム必要条件  

· インストール StyleVision Server  

· Altova LicenseServer  

· LicenseServer バージョン  

· トライアルライセンス  

· アプリケーション フォルダーの場所  

W indows でのライセンス

· ServiceController の開始  

· LicenseServer の開始  

· StyleVision Serverの登録

· ライセンスの割り当て    

メモ: バージョン 2021 以降から StyleVision Server の 32 ビットバージョンは 64 ビットバージョンにインストールすることはできませ

ん、または 64 ビットバージョンを 32 ビットバージョンにインストールすることはできません。 (i) 新しいバージョンをインストールする前

に古いバージョンを削除する、または (ii) 古いインストールと同じビットバージョンを新規のバージョンに更新する必要があります。

3 .2 .1 Windows へのインストール

StyleVision Server は W indows システムへインストールすることができます。インストールとセットアップについては以下で説明されます。

システム必要条件

Windows

プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10

Windows Server

プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008 R2 SP1 または以降

StyleVision Serverのインストール

StyleVision Server の W indows システムへのインストールは以下の手順で行います:

· 個別のスタンドアロンサーバー製品は StyleVision Server と称されます。 StyleVision Server をインストールするに

は、 StyleVision Server のインストーラーをダウンロードして実行してください。スクリーンの手順に従ってください。 

· FlowForce Server インストールパッケージの一部として 。FlowForce Server パッケージの一部として StyleVision

Server をインストールするには、 FlowForce Server インストーラーをダウンロードして実行します。 StyleVision

Server のインストールオプションを確認して、スクリーンの手順に従ってください。

StyleVision Server と FlowForce Server  のインストーラーは Altova ダウンロードセンター

(http://www.altova.com/ja/download.html) で入手でき、必要な登録手続きとともに製品をインストールすることができます。

13 16
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http://www.altova.com/flowforce.html
http://www.altova.com/flowforce.html
http://www.altova.com/ja/download.html
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インストール後、実行可能な StyleVision Server はデフォルトで以下で見つけることができます:

<ProgramFilesFolder>\Altova\StyleVisionServer2021\bin\StyleVisionServer.exe 

COM インターフェイスおよび.NET 環境を介して StyleVision Server を使用するために必要な登録はインストーラにより行われま

す。

W indows Server  でのインストール 

W indows Server Core は GUI 機能の多くを使用しない最小の W indows インストールです。StyleVision Server を

W indows Server Core マシンに以下のようにインストールすることができます:

1. Altova W eb サイトから StyleVision Server インストーラー実行可能ファイルをダウンロードします。このファイルは

StyleVisionServer<version>.exe.  という名前です。サーバープラットフォーム (32-bit または 64-bit)に一致

する実行可能ファイルが選択されていることを確認してください。

2. (W indows Server Core マシンではなく)標準の W indows マシンではコマンド

StyleVisionServer<version>.exe /u を実行します。これは .msi ファイルをインストーラー実行ファイルと同

じフォルダーで解凍します。 

3. 解凍されていない .msi ファイルを W indows Server Core マシンにコピーします。

4. StyleVision Server の前のバージョンを更新している場合、次のステップを継続する前に StyleVision Server を

シャットダウンしてください。

5. コマンド msiexec /i StyleVisionServer.msi を実行してインストールのために .msi ファイルを使用します。

Windows Server Core でのインストールがこれにより開始されます。

.msi ファイルを同じ場所に保管します。 インストールを後にアンインストール、修復、または変更する場合にこれらのファイルが必要に

なります。

インストールの戻り値をテストするには、以下のスクリプトを実行します。戻りコードは %errorlevel% 環境関数の中にあります。 0

の値を持つリターンコードは成功を意味します。

start /wait msiexec /i StyleVisionServer.msi /q

echo %errorlevel%

戻りコードとインストールプロセルのログを持つサイレントインストールの場合、以下を実行します:

start /wait msiexec /i StyleVisionServer.msi /q /L*v! <pathToInstallLogFile>

インストールを変更する場合、以下を実行します:

msiexec /m StyleVisionServer.msi

インストールを修復する場合、以下を実行します:

msiexec /r StyleVisionServer.msi

StyleVision Server をアンインストールするには、以下を実行します:

msiexec /x StyleVisionServer.msi

StyleVision Server をサイレントにアンインストールし、ログファイル内に詳細な結果をレポートするには、以下を実行します:

start /wait msiexec /x StyleVisionServer.msi /q /L*v! <pathToUninstallLogFile>

メモ:  W indows Server Core では StyleVision Server のチャート とバーコード 機能を使用することはできません。 タクソノミを

インストールするには タクソノミパッケージマネジャーをコマンドラインを使用して実行してください。これを行う情報に関しては

StyleVision Server マニュアルを参照してください。 

Altova LicenseServer
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· StyleVision Server が作動するためには、ネットワークの Altova LicenseServer からライセンスを供与される必要が

あります。

· StyleVision Server または FlowForce Server を W indows システムにインストールするには、  Altova

LicenseServer をStyleVision Server または FlowForce Serverをダウンロードしてインストールするオプションがあ

ります。

· Altova LicenseServer が既にネットワークにインストールされている場合、新しいバージョンのAltova LicenseServer

が必要ない限り、再度インストール必要はありません。 (次のポイント’, LicenseServer のバージョンを参照してくださ

い。)

· StyleVision Server または FlowForce Server のインストール中、適宜 Altova LicenseServer のインストールの

オプションをチェックしてください。

a. Altova LicenseServer がまだインストールされていない場合、デフォルトの設定を保持してください。 ウィザードが最

新バージョンの Altova LicenseServer をウィザードを作動しているコンピューターにインストールします。

b. Altova LicenseServer がまだインストールされていなく、他のコンピューターに Altova LicenseServer をインスト

ールする場合、 「使用中のコンピューターに Altova LicenseServer をインストールする」チェックボックスをクリ

アして、「後で登録」を選択します。この場合、  Altova LicenseServer のインストールと  StyleVision Server

 の登録を個別に行う必要があります。

c. Altova LicenseServer が既に使用中のコンピューターにインストールされているが、インストールウィザードにより示さ

れているバージョンよりも低い場合は、 デフォルトの設定を保持してください。 この場合、 インストールウィザードが自動

的に LicenseServer バージョンをダイアログボックスに表示されたバージョンにアップグレードします。既存の登録およ

びライセンス情報はアップグレードの後も保存されます。

d. Altova LicenseServer が既に使用中のコンピューター、または、ネットワークにインストールされており、 ウィザードに

示されるバージョンと同じの場合は、以下を行ってください:

i. 「使用中のコンピューターに Altova LicenseServer をインストールする」チェックボックスをクリックしてクリ

アします。

ii. 「この製品を登録する」から StyleVision Server を登録する Altova LicenseServer インスタンスを選

択、または、「後で登録」を選択してください。 LicenseServer への関連を無視し、 StyleVision Server

のインストールを継続する場合、「後で登録」 を常に選択することができます。

 StyleVision Server の Altova LicenseServer への登録とライセンス供与の詳細に関しては、セクション W indows でのライ

センス  を参照してください。 

LicenseServer バージョン

· Altova サーバー製品はインストールされた StyleVision Server バージョンに適切な LicenseServer のバージョン、ま

たは、LicenseServer の最新のバージョンが必要です。

· StyleVision Server の特定のバージョンに適切な LicenseServer のバージョンがStyleVision Serverのインストー

ル中表示されます。

· LicenseServer の新しいバージョンをインストールする前に、古いバージョンはアンインストールされる必要があります。

LicenseServer インストーラーは古いバージョンを検出すると自動的に行います。

· LicenseServer バージョンは下位互換性があります。StyleVision Server の全ての古いバージョンと作動します。 

· StyleVision Server の新しいバージョンをインストールする場合、そして、インストールされている LicenseServer バー

ジョンが適切な LicenseServer バージョンより古い場合、 Altova W eb サイトから利用可能な最新バージョンをインス

トールします。

· LicenseServer をアンインストールする際、古いバージョンの LicenseServer のすべての登録とライセンス情報はサーバ

ーマシーンのデータベースに保存されます。このデータは新しいバージョンがインストールされる際、自動的に新しいバージョンに

インポートされます。　

· 現在インストールされている LicenseServer のバージョン番号は LicenseServer 構成ページ (全てのタブ) の下部に

あります。

現在のバージョン: 3.6

16
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トライアル ライセンス

インストール中、30 日間のStyleVision Server のトライアル ライセンスをリクエストすることができます。リクエストを送信すると、登録

した電子メールアドレスにトライアル ライセンスが送信されます。

アプリケーション フォルダの場所

アプリケーションは以下のフォルダーにインストールされます:

Windows 7、 8、10

C:\Program Files\Altova\

64 ビット OS 上の 32 ビットバージョン

C:\Program Files (x86)\Altova\

3 .2 .2 Windows でのライセンス

StyleVision Server は作動するために Altova LicenseServer にライセンスされている必要があります。ライセンス供与は以下の 2 つ

のステップから構成されています:

1. StyleVision Server に LicenseServer を登録します。 StyleVision Server から登録することができます。

2. StyleVision Server のライセンスを割り当てます。ローカルマシンまたは、ネットワーク上のマシンにインストールされる必要のある

LicenseServer からライセンスを割り当てることができます。

実行するステップは以下に手短に説明されています。詳細は、 Altova W eb サイト のユーザーマニュアル を参照してください。

ServiceController の開始

Altova ServiceController はAltova LicenseServer を開始するために必須です。

Altova ServiceController (略してServiceController) は W indows システム上で Altova サービスを便利に開始、停止、

構成できるアプリケーションです。

ServiceController は Altova LicenseServer とおよび サービスとしてインストールされる Altova サーバー製品

(FlowForce Server, RaptorXML(+XBRL) Server, and Mobile Together Server).スタート | Altova

LicenseServer | Altova ServiceController をクリックして開始されます。(このコマンドは 「開始」 メニューフォルダーでも使

用することができます サービスとしてインストールされる Altova サーバー製品(FlowForce Server, RaptorXML(+XBRL)

Server, and Mobile Together Server)。)ServiceController が開始した後、システムトレイからアクセスすることができます。

(下部スクリーンショット)。  

システムログイン時に ServiceController の自動開始を指定するには、システムトレイの ServiceController アイコンをクリック

して　 ServiceController メニューを表示します (下部スクリーンショット)。スタートアップ時に Altova ServiceController

を作動する(Run Altova ServiceController at Startup) コマンドに切り替えます。(このコマンドはデフォルトで切り替えられてい

ます。)ServiceController を終了するには、システムトレイの ServiceController アイコンをクリックして、表示されるメニューから

Altova ServiceController の終了(Exit Altova ServiceController) をクリックします (下部スクリーンショット参照)。 

https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/
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LicenseServer の開始

LicenseServer を開始するにはシステムトレイの、[ServiceController] アイコンをクリックします。メニューの [Altova

LicenseServer] にポイントすると、(下部スクリーンショット参照) がポップアップします。サブメニューから [Start Service] (サー

ビスの開始) を選択します。 LicenseServer が既に作動している場合、 Start Service オプションは無効化されます。

StyleVision Server の登録

StyleVision Server をコマンドラインインターフェイスから登録する場合、 licenseserver コマンドを使用します:

StyleVisionServer licenseserver [options] ServerName-Or-IP-Address 

例えば、localhost が LicenseServer がインストールされているサーバーの名前の場合、:

StyleVisionServer licenseserver localhost 

StyleVision Server が FlowForce Server のインストールの一部としてインストールされる場合、  LicenseServer への

FlowForce Server の登録の際、自動的に StyleVision Server も登録されます。 

FlowForce Server ドキュメンテーションに FlowForce Server の登録の手順が説明されています。原則:  (i) Altova

FlowForce W eb をサービスとして ServiceController から開始します(前述のポイント参照); (ii) パスワードを入力してセット

アップページにアクセスします; (iii) LicenseServer 名を選択または [LicenseServer により登録] をクリックします。

http://www.altova.com/flowforce.html
http://www.altova.com/documentation.html
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登録に成功した後、 LicenseServer 構成ページの Server Management (サーバーの管理)タブへ移動して StyleVision

Server へライセンスを割り当てます。

ライセンスの割り当て

 StyleVision Server の登録に成功した後、 LicenseServer の構成ページの Client Management (クライアントの管理タ

ブ)に リストされます。移動して StyleVision Server にライセンスの割り当てを行います。

Altova サーバー製品へのライセンスは製品マシンで使用可能なプロセッサ コアの数をベースにしています。 例えば、デュアル コア プロ

セッサはコアが 2 つ、クアッド コア プロセッサはコアが 4 つ、ヘキサ コア プロセッサはコアが 6 つ等 。々特定のサーバーマシン上の製品

にライセンスされたコアの数は、物理または仮想マシンで、サーバーで使用可能なコア数よりも多くまたは同数である必要があります。例

えば、サーバーが 8 コア(オクタル コア プロセッサ)の場合、少なくとも 8-コア ライセンスを購入する必要があります。また、ライセンスを合

計してコア数を満たすこともできます。2 つの 4-コアライセンスは、8-コアライセンスの代わりにオクタル コア サーバーで使用できます。

大きい CPU コアを持つコンピューターサーバーを使用し、少量を処理する場合、少ないコアを割り当てる仮想マシンを作成し、その数

のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイは、もちろん、サーバーの全ての利用可能なコアが利用されている場合に比

べ、処理スピードが落ちます。

メモ: 各 Altova サーバー製品のライセンスは、使用されていないライセンス容量があっても、 1 度に 1 つのクライアントマシンにだ

けしか使用することができません。例えば 10-コアライセンスが 6 CPU コアのクライアント マシンに使用される場合、残りの

4 コア ライセンスは他のマシンで同時に使用することができません。
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3.3 Linux でのセットアップ

このセクションはLinux システム (Debian、Ubuntu、CentOS、RedHat) への StyleVision Server のインストール とライセン

ス  について説明します。

Linux へのインストール

· システム必要条件   

· Altova サーバー製品の古いバージョンのアンインストール  

· Linux パッケージのダウンロード  

· StyleVision Serverのインストール  

· Altova LicenseServer  

· LicenseServer のバージョン

· トライアルライセンス   

Linux でのライセンス

· LicenseServer の開始  

· StyleVision Server の登録  

· ライセンスの割り当て  

環境についてのメモ

3 .3 .1 Linux へのインストール

StyleVision Server の Linux システムへのインストールは利用可能です。インストールとセットアップについては以下で説明されます。

システムの必要条件

Linux

· CentOS 7 または以降

· RedHat 7 または以降

· Debian 8 または以降

· Ubuntu 16.04 LTS または以降

次のライブラリはアプリケーションをインストールし実行するために必要とされるライブラリです。下のパッケージが使用中 Linux の

マシンで使用できない場合、 yum (または、適用できる場合、 apt-get を) コマンドを実行してインストールしてください。

サーバー CentOS, RedHat Debian Ubuntu

LicenseServer krb5-libs libgssapi-krb5-2 libgssapi-krb5-2

StyleVision Server qt5-qtbase-gui,

krb5-libs

libqt5gui5, libgssapi-

krb5-2

libqt5gui5, libgssapi-

krb5-2

メモ:    Altova チャート機能を使用する場合、チャートが正確に表示されるように少なくともフォントの1つがシステム上にインスト

ールされている必要があります。インストールされているフォントをリストするには、例えば Fontconfig ライブラリの fc-list コ

マンドを使用してください。
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https://www.freedesktop.org/wiki/Software/fontconfig/
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FlowForce Server 統合

StyleVision Server を FlowForce Server と共にインストールする場合、 FlowForce Server を最初にインストールすること

が奨励されます。それ以外の場合、 StyleVision Server と FlowForce Server の両方をインストールした後、以下のコマンドを

実行してください:

cp /opt/Altova/StyleVisionServer2021/etc/*.tool /opt/Altova/FlowForceServer2021/to

ols

このコマンドは .tool ファイルを StyleVision Server の/etc ディレクトリから FlowForce Server /tools ディレクトリにコピーしま

す。 FlowForce Server は .tool ファイルを必要としこのファイルは StyleVision Server 実行可能ファイルへのパスを含みま

す。 FlowForce Server を StyleVision Server をインストールする前にインストールする場合このコマンドを実行する必要はあり

ません。

Altova サーバー製品の古いバージョンアンインストールする方法

前のバージョンをアンインストールする場合、以下の手順を踏んでください。 Linux コマンドラインインターフェイス (CLI) で、 Altova サ

ーバー製品がインストールされているか、以下のコマンドで確認できます:  

[Debian, Ubuntu]:   dpkg --list | grep Altova 

[CentOS, RedHat]:   rpm -qa | grep server 

StyleVision Server がインストールされていない場合、以下の StyleVision Serverのインストール で説明されている手順を踏

んでください。

StyleVision Server が既にインストールされており、 StyleVision Server の新しいバージョンをインストールしたい場合、古いバ

ージョンを以下のコマンドでアンインストールしてください:

[Debian, Ubuntu]:   sudo dpkg --remove stylevisionserver 

[CentOS, RedHat]:   sudo rpm -e stylevisionserver 

Altova LicenseServer の古いバージョンをアンインストールする場合、以下のコマンドで行ってください:

[Debian, Ubuntu]:   sudo dpkg --remove licenseserver 

[CentOS, RedHat]:   sudo rpm -e licenseserver 

Debian と Ubuntu システムでは、StyleVision Server  がインストール後にインストール済みの製品としてリストする場合がありま

す。この場合、 purge コマンドを実行して StyleVision Server をリストからクリアします。 purge コマンドを  上記の remove コ

マンドのinstead代わりに使用することもできます。

[Debian, Ubuntu]:   sudo dpkg --purge stylevisionserver 

Linux パッケージのダウンロード

以下の StyleVision Server の Linux システムへのパッケージは  Altova W eb サイト で使用可能です。 

配布 パッケージ拡張子

Debian

.deb

Ubuntu

.deb

CentOS

.rpm

http://www.altova.com/ja/download.html
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配布 パッケージ拡張子

RedHat

.rpm

Linux パッケージのダウンロード後、 Linux システムに直接コピーしてください。  StyleVision Server を作動するためには Altova

LicenseServer が必要なため、 Altova W eb サイト から、StyleVision Server をダウンロードと同時に LicenseServer を

ダウンロードしてください。　

StyleVision Server のインストール

ターミナルウィンドウで、 Linux パッケージをコピーしたいディレクトリに切り替えてください。例えば、 MyAltova と称されるユーザーディ

レクトリにコピーしたとします、(例えば /home/User ディレクトリに存在するとします)、ディレクトリを以下のようにスイッチします:

cd /home/User/MyAltova 

以下のコマンドを使用して StyleVision Server インストールする:

[Debian]:   sudo dpkg --install stylevisionserver-2021-debian.deb 

[Ubuntu]:   sudo dpkg --install stylevisionserver-2021-ubuntu.deb 

[CentOS]:   sudo rpm -ivh stylevisionserver-2021-1.x86_64.rpm 

[RedHat]:   sudo rpm -ivh stylevisionserver-2021-1.x86_64.rpm

StyleVision Server パッケージはフォルダにインストールされます:

/opt/Altova/StyleVisionServer2021 

Altova LicenseServer

StyleVision Serverを含む Altova サーバー製品を作動するには、サーバー製品はネットワークで Altova LicenseServer を介

して、ライセンスを与えられなければなりません。

Linux システムでは、 Altova LicenseServer は個別にインストールされる必要があります。  Altova W eb サイト から

LicenseServer をダウンロードして、パッケージを Linux システムのディレクトリにコピーします。  StyleVision Server 同様インス

トールします(前のステップ参照)。

[Debian]:   sudo dpkg --install licenseserver-3.6-debian.deb 

[Ubuntu]:   sudo dpkg --install licenseserver-3.6-ubuntu.deb 

[CentOS]:   sudo rpm -ivh licenseserver-3.6-1.x86_64.rpm 

[RedHat]:   sudo rpm -ivh licenseserver-3.6-1.x86_64.rpm 

LicenseServer パッケージは以下にインストールされます:

/opt/Altova/LicenseServer 

StyleVision Server を Altova LicenseServer で登録して、ライセンスを与えることに関しての詳細は、セクション Linux でのラ

イセンス  を参照してください。

LicenseServer バージョン

· Altova サーバー製品はインストールされた StyleVision Server バージョンに適切な LicenseServer のバージョン、ま

たは、LicenseServer の最新のバージョンが必要です。

· StyleVision Server の特定のバージョンに適切な LicenseServer のバージョンがStyleVision Serverのインストー

ル中表示されます。

· LicenseServer の新しいバージョンをインストールする前に、古いバージョンはアンインストールされる必要があります。

LicenseServer インストーラーは古いバージョンを検出すると自動的に行います。

· LicenseServer バージョンは下位互換性があります。StyleVision Server の全ての古いバージョンと作動します。 

22
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· StyleVision Server の新しいバージョンをインストールする場合、そして、インストールされている LicenseServer バー

ジョンが適切な LicenseServer バージョンより古い場合、 Altova W eb サイトから利用可能な最新バージョンをインス

トールします。

· LicenseServer をアンインストールする際、古いバージョンの LicenseServer のすべての登録とライセンス情報はサーバ

ーマシーンのデータベースに保存されます。このデータは新しいバージョンがインストールされる際、自動的に新しいバージョンに

インポートされます。　

· 現在インストールされている LicenseServer のバージョン番号は LicenseServer 構成ページ (全てのタブ) の下部に

あります。

現在のバージョン: 3.6

3 .3 .2 Linux でのライセンス

StyleVision Server は作動するために Altova LicenseServer にライセンスされている必要があります。ライセンス供与は以下の 2 つ

のステップから構成されています:

1. StyleVision Server に LicenseServer を登録します。 StyleVision Server から登録することができます。

2. StyleVision Server のライセンスを割り当てます。ローカルマシンまたは、ネットワーク上のマシンにインストールされる必要のある

LicenseServer からライセンスを割り当てることができます。

実行するステップは以下に手短に説明されています。詳細は、 Altova W eb サイト のユーザーマニュアル を参照してください。

LicenseServer の開始

StyleVision Server を LicenseServer に正しく登録しライセンス与えるためには、LicenseServer はネットワークのデーモンと

して作動していなければなりません。以下のコマンドで、 LicenseServer をデーモンとして開始してください:

[< Debian 8]

sudo /etc/init.d/licenseserver start  

[≥ Debian 8] sudo systemctl start licenseserver

[< CentOS 7] sudo initctl start licenseserver 

[≥ CentOS 7] sudo systemctl start licenseserver 

[< Ubuntu 15]

sudo initctl start licenseserver   

[≥ Ubuntu 15] sudo systemctl start licenseserver 

[RedHat]

sudo initctl start licenseserver  

LicenseServer を停止する必要がある場合、上記のコマンドの start を stop と置換えてください。例えば、:

sudo /etc/init.d/licenseserver stop 

StyleVision Serverの登録

· コマンドラインインターフェイスから StyleVision Server を登録する場合、licenseserver コマンドを使用します:

sudo /opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin/stylevisionserver licenseserver

[options] ServerName-Or-IP-Address

https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/
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例えば、 localhost が LicenseServer のインストールされたサーバーの名前である場合:

sudo /opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin/stylevisionserver licenseserver

localhost  

上記のコマンドで、localhost が LicenseServer のインストールされたサーバーの名前です。 StyleVision Server 実

行可能の場所を確認してください:

/opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin/

登録に成功した後 LicenseServer の構成ページのクライアント管理タブに移動し StyleVision Server にライセンスを割り当て

ます。

ライセンスの割り当て

登録に成功した後 LicenseServer の構成ページのクライアント管理タブに移動し StyleVision Server にライセンスを割り当て

ます。

Altova サーバー製品へのライセンスは製品マシンで使用可能なプロセッサ コアの数をベースにしています。 例えば、デュアル コア プロ

セッサはコアが 2 つ、クアッド コア プロセッサはコアが 4 つ、ヘキサ コア プロセッサはコアが 6 つ等 。々特定のサーバーマシン上の製品

にライセンスされたコアの数は、物理または仮想マシンで、サーバーで使用可能なコア数よりも多くまたは同数である必要があります。例

えば、サーバーが 8 コア(オクタル コア プロセッサ)の場合、少なくとも 8-コア ライセンスを購入する必要があります。また、ライセンスを合

計してコア数を満たすこともできます。2 つの 4-コアライセンスは、8-コアライセンスの代わりにオクタル コア サーバーで使用できます。

大きい CPU コアを持つコンピューターサーバーを使用し、少量を処理する場合、少ないコアを割り当てる仮想マシンを作成し、その数

のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイは、もちろん、サーバーの全ての利用可能なコアが利用されている場合に比

べ、処理スピードが落ちます。

メモ: 各 Altova サーバー製品のライセンスは、使用されていないライセンス容量があっても、 1 度に 1 つのクライアントマシンにだ

けしか使用することができません。例えば 10-コアライセンスが 6 CPU コアのクライアント マシンに使用される場合、残りの

4 コア ライセンスは他のマシンで同時に使用することができません。

3 .3 .3 環境についてのメモ

フォルダー

以下が  StyleVision Server セットアップの重要なフォルダーのリストです。

インストール ルート

/opt/Altova/StyleVisionServer2021/ 

ライセンスファイル

/var/opt/Altova/StyleVisionServer  

環境設定

/etc/profile.d/jdbc.sh 

(通常 jdbc.sh と称される) 環境設定ファイルはシステムの起動時に実行されます。内部の定義は、使用する特定の環境に指定

される必要があります。上のパスのサンプルは一般的なガイドとして使用してください。 

メモ: 環境設定ファイルはシステム上のすべてのユーザーの変数を設定するため、設定する際は注意してください。例えば、この

ファイル内でクラスパスを変更すると、変更はシステム全体に適用されます。StyleVision Server ためにのみ変更を加える

場合、ユニットファイルの使用を考慮してください (JDBC 接続のセクションで説明されています )。
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データベースへの接続

LInux 上では、以下のデータベース接続がサポートされています:

· JDBC —  Microsoft Access 以外のサポートされているすべてのデータベースに JDBC を使用することができます。

· ネイティブな接続 —  SQLite と PostgreSQL データベースのために使用することができます。

·

JDBC を使用する場合、以下の点に注意してください:

· Java Runtime Envioronment または SDK がインストールされる必要があります。

· ターゲット データベースのための JDBC-接続がインストールされる必要があります。 

· 次の環境変数が環境のために正しく設定される必要があります:

o CLASSPATH:  JDBC データベースへ接続する .jar ファイルを検索するには以下を行います;  . jar ファイルを以下として入

力することができます (i) システムの起動時に実行される (jdbc.sh などの)  実行可能スクリプト、または、 (ii)

StyleVision Server がサービスとして開始される際に実行されるユニットファイル。 . jar ファイルを指定するためのユニットファ

イルの使用は、StyleVision Server の JDBC 接続のために必要なファイルが既存のシステムの構成を変更することなく使

用できる利点があります。ユニットファイルは下にリストされています。 

o PATH:  JRE を検索します。しかし、インストールによっては必要のない場合があります。

o JAVA_HOME:  インストールに応じて必要な場合設定します。

重要なファイルのリスト

以下のシェルスクリプト (または、ユニットファイル) がフォルダー /opt/Altova/StyleVisionServer/etc にコピーされ、既存の構

成ファイルを上書きします。必要に応じて必要な変更を加えます。 また、上のセクション JDBC 接続 を参照してください。青でハイライトさ

れた環境固有であり、使用中の環境に合うよう調整されなければなりません:   

シェルスクリプト (ユニットファイル)

#- jdbc - environment -

export PATH=/usr/local/jdk1.7.0_17/bin:/usr/lib64/qt-

3.3/bin:/usr/local/bin:/bin:/usr/bin:/usr/local/sbin:/usr/sbin:/sbin:/home/qa/bin

export JAVA_HOME=/usr/local/jdk1.7.0_17

export

CLASSPATH=/usr/local/jdbc/oracle/ojdbc6.jar:/usr/local/jdbc/oracle/xdb.jar:/usr/local

/jdbc/oracle/xmlparserv2.jar:/usr/local/jdbc/postgre/postgresql-9.0-

801.jdbc4.jar:/usr/local/jdbc/mssql/sqljdbc4.jar:/usr/local/jdbc/iseries/lib/jt400.ja

r:/usr/local/jdbc/mysql/mysql-connector-java-5.1.16-

bin.jar:/usr/local/jdbc/sqlite/sqlitejdbc-

v056.jar:/usr/local/jdbc/Informix_JDBC_Driver/lib/ifxjdbc.jar:/usr/local/jdbc/sybase/

jconn7/jconn4.jar:/usr/local/jdbc/db2/db2jcc.jar:/usr/local/jdbc/db2/db2jcc_license_c

u.jar:./:
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3.4 Mac OS X でのセットアップ

このセクションは StyleVision Server の macOS システムへの インストール  と ライセンス  について説明します。

macOS へのインストール

· システム必要条件   

· 古いバージョンの Altova サーバー製品のアンインストール  

· macOS パッケージのダウンロード  

· StyleVision Serverのインストール  

· Altova LicenseServer  

· LicenseServer のバージョン  

· トライアルライセンス  

macOS でのライセンス

· LicenseServer の開始  

· StyleVision Serverの登録  

· ライセンスの割り当て  

環境についてのメモ  

3 .4 .1 macOS へのインストール

StyleVision Server の macOS へのインストールは利用可能です。インストールとセットアップについては以下で説明されます。

システム必要条件

macOS

macOS 10.13 または以降


FlowForce Server 統合

StyleVision Server を FlowForce Server と共にインストールする場合、 FlowForce Server を最初にインストールすること

が奨励されます。StyleVision Server が FlowForce Server の前にインストールされている場合、StyleVision Server と

FlowForce Server を両方インストールした後に、次のコマンドを実行します:

cp /usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/etc/*.tool /usr/local/Altova/FlowForceS

erver2021/tools

このコマンドは .tool ファイルを StyleVision Server の/etc ディレクトリから FlowForce Server /tools ディレクトリにコピーしま

す。 FlowForce Server は.tool ファイルを必要とし このファイルは StyleVision Server 実行可能へのパスを含みます。

FlowForce Server を StyleVision Server をインストールする前にインストールする場合このコマンドを実行する必要はありませ

ん。

Altova サーバー製品の古いバージョンのアンインストール

アプリケーションターミナルで、%APPNAME%> アイコンを右クリックし、[ごみ箱へ移動] を選択します。アプリケーションはごみ箱に

移動されます。しかし、　 usr フォルダーからアプリケーションを削除しなければなりません。このためには以下のコマンドを使用します:
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sudo rm -rf /usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/ 

Altova LicenseServer の古いバージョンをアンインストールする場合、サービスとしての作動を停止しなければなりません。このため

には以下のコマンドを使用します:  

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist 

サービスが停止されたか確認するには、アクティビティ モニター ターミナルを開き、 LicenseServer がリストにないことを確認します。

StyleVision Server の説明と同じ手順でアンインストールします。

ディスクイメージファイルのダウンロード

Altova W eb サイトからディスクイメージファイル (.dmg) をダウンロードします (http://www.altova.com/ja/download.html)。 

StyleVision Server のインストール

ダウンロードされたディスクイメージ (.dmg) をクリックして開きます。これにより StyleVision Server インストーラーが使用中のコン

ピューター上で新規の仮想ドライブとして表示されます。新規の仮想ドライブ上で、インストーラーパッケージ (.pkg) をダブルクリックしま

す。インストーラーウィザードに従います。 これらは、続行するために必要なライセンス使用許諾書への同意が必要なステップを含むすぐ

に理解することのできるステップです。インストール後、ドライブを取り出すには、右クリックして 取り出し を選択します。 

StyleVision Server パッケージはフォルダー内にインストールされます

/usr/local/Altova/StyleVisionServer2021 (アプリケーションバイナリ)

/var/Altova/StyleVisionServer (データファイル:  データベースとログ)

Altova LicenseServer

StyleVision Serverを含む Altova サーバー製品を作動するには、サーバー製品はネットワークで Altova LicenseServer を介

して、ライセンスを与えられなければなりません。

macOS システムでは、Altova LicenseServer は個別にインストールされる必要があります。Altova W eb サイト から Altova

LicenseServer をダウンロードして、インストーラーパッケージをダブルクリックし、インストールを開始します。 インストールを続行するた

めには、使用許諾契約書に合意する必要があります。

Altova LicenseServer を Altova W eb サイトからダウンロードし個別にインストールすることもできます

(http://www.altova.com/ja/download.html)。

LicenseServer パッケージは以下のフォルダーにインストールされます:

/usr/local/Altova/LicenseServer 

StyleVision Server を Altova LicenseServer に登録し、ライセンスを供与するには macOS でのライセンス  のセクション

を参照してください。

LicenseServer バージョン

· Altova サーバー製品はインストールされた StyleVision Server バージョンに適切な LicenseServer のバージョン、ま

たは、LicenseServer の最新のバージョンが必要です。

· StyleVision Server の特定のバージョンに適切な LicenseServer のバージョンがStyleVision Serverのインストー

ル中表示されます。

· LicenseServer の新しいバージョンをインストールする前に、古いバージョンはアンインストールされる必要があります。

LicenseServer インストーラーは古いバージョンを検出すると自動的に行います。

27

http://www.altova.com/ja/download.html
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http://www.altova.com/ja/download.html
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· LicenseServer バージョンは下位互換性があります。StyleVision Server の全ての古いバージョンと作動します。 

· StyleVision Server の新しいバージョンをインストールする場合、そして、インストールされている LicenseServer バー

ジョンが適切な LicenseServer バージョンより古い場合、 Altova W eb サイトから利用可能な最新バージョンをインス

トールします。

· LicenseServer をアンインストールする際、古いバージョンの LicenseServer のすべての登録とライセンス情報はサーバ

ーマシーンのデータベースに保存されます。このデータは新しいバージョンがインストールされる際、自動的に新しいバージョンに

インポートされます。　

· 現在インストールされている LicenseServer のバージョン番号は LicenseServer 構成ページ (全てのタブ) の下部に

あります。

現在のバージョン: 3.6

3 .4 .2 macOS でのライセンス

StyleVision Server は作動するために Altova LicenseServer にライセンスされている必要があります。ライセンス供与は以下の 2 つ

のステップから構成されています:

1. StyleVision Server に LicenseServer を登録します。 StyleVision Server から登録することができます。

2. StyleVision Server のライセンスを割り当てます。ローカルマシンまたは、ネットワーク上のマシンにインストールされる必要のある

LicenseServer からライセンスを割り当てることができます。

実行するステップは以下に手短に説明されています。詳細は、 Altova W eb サイト のユーザーマニュアル を参照してください。

LicenseServer の開始

StyleVision Server を LicenseServer に正しく登録しライセンス与えるためには、LicenseServer はネットワークのデーモンと

して作動していなければなりません。以下のコマンドで、 LicenseServer をデーモンとして開始してください:

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist  

LicenseServer を停止する必要がある場合、上記コマンドの load を unload と置換えてください:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist

StyleVision Server の登録

コマンドラインインターフェイスから StyleVision Server を登録する場合、licenseserver コマンドを使用します:

sudo /usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/bin/StyleVisionServer

licenseserver [options] ServerName-Or-IP-Address

例えば、 localhost が LicenseServer  のインストールされたサーバーの名前である場合:

sudo /usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/bin/StyleVisionServer licenseserver

localhost  

上記のコマンドで、localhost が LicenseServer のインストールされたサーバーの名前です。 StyleVision Server 実

行可能の場所を確認してください:

/usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/bin/

登録に成功した後、 LicenseServer 構成ページのクライアント管理タブに移動して、 StyleVision Serverへライセンスを割り当

てます。

https://www.altova.com/ja/
https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/
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ライセンスの割り当て

 StyleVision Server の登録に成功した後、 LicenseServer の構成ページのクライアント管理タブにリストされます。移動して

StyleVision Server にライセンスを割り当てます。

Altova サーバー製品へのライセンスは製品マシンで使用可能なプロセッサ コアの数をベースにしています。 例えば、デュアル コア プロ

セッサはコアが 2 つ、クアッド コア プロセッサはコアが 4 つ、ヘキサ コア プロセッサはコアが 6 つ等 。々特定のサーバーマシン上の製品

にライセンスされたコアの数は、物理または仮想マシンで、サーバーで使用可能なコア数よりも多くまたは同数である必要があります。例

えば、サーバーが 8 コア(オクタル コア プロセッサ)の場合、少なくとも 8-コア ライセンスを購入する必要があります。また、ライセンスを合

計してコア数を満たすこともできます。2 つの 4-コアライセンスは、8-コアライセンスの代わりにオクタル コア サーバーで使用できます。

大きい CPU コアを持つコンピューターサーバーを使用し、少量を処理する場合、少ないコアを割り当てる仮想マシンを作成し、その数

のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイは、もちろん、サーバーの全ての利用可能なコアが利用されている場合に比

べ、処理スピードが落ちます。

メモ: 各 Altova サーバー製品のライセンスは、使用されていないライセンス容量があっても、 1 度に 1 つのクライアントマシンにだ

けしか使用することができません。例えば 10-コアライセンスが 6 CPU コアのクライアント マシンに使用される場合、残りの

4 コア ライセンスは他のマシンで同時に使用することができません。

3 .4 .3 環境についてのメモ

フォルダー

以下が StyleVision Server セットアップの重要なフォルダーのリストです。

インストール ルート

/usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/ 

ライセンスファイル

/var/Altova/StyleVisionServer  

環境設定

/Library/LaunchDaemons/com.altova.StyleVisionServer.plist 

環境設定ファイルは特定の環境に応じて定義してください。上記の例のパスは一般的なガイドとして使用してください。

メモ: これらの環境変数は、 StyleVision Server として定義されたファイルに存在しなくてはなりません。デフォルトではこのファ

イルは、次の通りです:

データベースへの接続

MacOS 上では、以下のデータベース接続がサポートされています:

· JDBC —  Microsoft Access 以外のサポートされているすべてのデータベースに JDBC を使用することができます。

· ネイティブな接続 —  SQLite と PostgreSQL データベースのために使用することができます。

·
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JDBC を使用する場合、以下の点に注意してください:

· Java Runtime Envioronment または SDK がインストールされる必要があります。

· ターゲット データベースのための JDBC-接続がインストールされる必要があります。 

· 次の環境変数が環境のために正しく設定される必要があります:

o CLASSPATH:  JDBC データベースへ接続する .jar ファイルを検索するには以下を行います;  . jar ファイルを以下として入

力することができます (i) システムの起動時に実行される (jdbc.sh などの)  実行可能スクリプト、または、 (ii)

StyleVision Server がサービスとして開始される際に実行されるユニットファイル。 . jar ファイルを指定するためのユニットファ

イルの使用は、StyleVision Server の JDBC 接続のために必要なファイルが既存のシステムの構成を変更することなく使

用できる利点があります。ユニットファイルは下にリストされています。 

o PATH:  JRE を検索します。しかし、インストールによっては必要のない場合があります。

o JAVA_HOME:  インストールに応じて必要な場合設定します。

記入可能な PDF 書式のための Java 6 

Mac OS システム上で PDF が開かれる際に、記入可能なの記入可能な PDF 部分が不足している場合、 最も可能性のある原因とし

て Java 6 がマシンにインストールされていない場合が考えられます。この場合、 https://support.apple.com/kb/dl1572?

locale=en_US から Java 6 をインストールすることができます。Java 6 よりも最新のバージョンがインストールされている場合、Java 6 バ

ージョンよりも古いインストールは、システムのデフォルトのバージョンである新しいバージョンとの作業に影響を及ぼしません。  

https://support.apple.com/kb/dl1572?locale=en_US
https://support.apple.com/kb/dl1572?locale=en_US
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3.5 追加セットアップメモ

アプリケーションフォルダーの etc\examples サブフォルダー内の StyleVision Server とパッケージされている W indows サンプルを実

行するには、 StyleVision Server DLL がシステムと共に正確に登録されている必要があります。登録エラーは通常、オーバータイム、ま

は、単一のマシン上に異なるビットバージョンの StyleVision Server  (32-ビット または 64-ビット) がインストールされている場合通常発

生します。 

StyleVision Server DLL  (32-ビット または 64-ビット)  を W indows マシンに正確に登録するには、以下を行います:

1. 管理者モードでコマンドプロンプトを開きます。

2. DLL がロケートされているフォルダーに切り替えます。これを行うコマンドは以下の通りです :  cd C:\Program

Files\Altova\StyleVisionServer2021\bin 

3. DLL (32-ビット または 64-ビット) を登録するために以下のコマンドを実行します: regsvr32

StyleVisionServer.dll 

4. 登録の成功を通知するポップアップが表示されていることを確認してください。

5. Visual Studio を開きます。

6. StyleVisionServerAPI_Sample.sln を使用してプロジェクトを開きます。

7. Program.cs ファイルには有効なパスウェイが含まれていることを確認します。 

8. Ctrl+F5 を使用してプロジェクトを実行します。

メモ: W indows システム上のアプリケーションフォルダーへのパスは通常以下の通りです:  C:\Program

Files\Altova\StyleVisionServer2021.
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4 StyleVision Server コマンドライン

StyleVision Server 実行可能ファイルのデフォルトのロケーション

 StyleVision Server 実行可能ファイルのデフォルトのロケーションは以下の通りです:

Linux

/opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin/stylevisionserver

Mac

/usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/bin/stylevisionserver

Windows

<ProgramFilesFolder>\Altova\StyleVisionServer2021\bin\StyleVisionServer.exe 

CLI コマンドの使用方法とリスト

コマンドライン構文は以下の通りです:

stylevisionserver --h | --help | --version | <command> [options] [arguments]

· --help (短縮形 --h) は与えられたコマンドのヘルプテキストを表示します。コマンドに名前がない場合、実行可能ファイルの全

てのコマンドがコマンドの短い説明と共にリストされます。

· --version は StyleVision Server のバージョン番号を表示します。

· <command> は実行されるコマンドです。このセクションのサブセクション内でコマンドについて説明されています (のリストを参照し

てください)。

· [options] はコマンドのオプションです。これらのコマンドはリストされ、対応するコマンドと共に説明されています。

· [arguments] はコマンドの引数です。これらのコマンドはリストされ、対応するコマンドと共に説明されています。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

CLI コマンド

使用可能なコマンドは下にリストされており、このセクションのサブセクションで説明されています。

· assignlicense : LicenseServer にライセンスをアップロードし、 マシン上の StyleVision Server に割り当てます。

· exportresourcestrings : XML ファイルに全てのアプリケーションリソース文字列をエクスポートします。

· generate :  入力 PXF ファイル内の入力 XML ファイルと XSLT スタイルシートから1つまたは複数のドキュメントを生成しま

す。

· help : 構文と引数内に与えられたコマンドに関する他の情報を表示します。 (引数が提供されていない場合全てのコマンドに

関する情報を提供します)。

· licenseserver : ローカルネットワーク上の LicenseServer に StyleVision Server を登録します。

· pdfdata :  FDF または XML ファイルに PDF ファイルからデータを生成します。

· setdeflang : StyleVision Server は のデフォルト言語を設定します。

· setfopath :  PDF 生成のための代替 FO プロセッサーを選択します。

· verifylicense : 現在の StyleVision Server がライセンスされているかをチェックします。任意で、与えられたライセンスキー

を使用してライセンスが供与されているかをチェックします。 
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· version : StyleVision Server のバージョン番号を表示します。

49
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4.1 assignlicense (Windows のみ)

構文と説明

assignlicense コマンドは W indows 上のみで使用することができます (Linux または Mac システム上では使用することができませ

ん)。StyleVision Server が登録されている Altova LicenseServer にライセンスファイルをアップロードし、 StyleVision Server にラ

イセンスを割り当てます (licenseserver コマンドを参照してください)。ライセンスのパスを引数として取ります。コマンドによりライセンスの有効

性をテストすることができます。

stylevisionserver assignlicense [options] FILE

· FILE 引数はライセンスファイルのパスを取ります。

· --test-only オプションは LicenseServer にライセンスをアップロードし、ライセンスを検証しますが、 StyleVision Server

にライセンスを割り当てません。

ライセンスに関する詳細は、LicenseServer ドキュメントを確認してください

(https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/)。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

W indows システム上でのバックスラッシュ、スペース、および特別文字

W indows システム:  (例えば、ファイル、または、フォルダー名、企業名、または、個人、または、製品名内で)スペース、または特別文

字がが文字列内で発生すると引用符を使用してください:  例えば、 "My File"。 しかしながら、二重引用符の後のバックスラッシュ

(例えば、 "C:\My directory\") は正確に読み取られない場合があります。これはバックスラッシュ文字がエスケープシーケンスの

開始を示すためであり、エスケープシーケンス  \" は二重引用符文字を示すためです。この文字のシーケンスをエスケープする場合は、

以下のように前にバックスラッシュを次のように使用します:  \\"。  要約すると: スペースまたはバックスラッシュを含むファイルパスを作成

する場合、以下のような名前を与えます:  "C:\My Directory\\"。

例

assignlicense コマンドのサンプル:

stylevisionserver assignlicense C:\licensepool\mylicensekey.altova_licenses

stylevisionserver assignlicense --test-only=true C:

\licensepool\mylicensekey.altova_licenses 

· 上記の最初のコマンドは LicenseServer に指定されたライセンスをアップロードし、 StyleVision Server  に割り当てます。

· 最後のコマンドは LicenseServer に指定されたライセンスアップロードし、 StyleVision Server に割り当てることなく検証しま

す。

オプション

(使用できる場合) オプションは短いおよび長い書式でリストされています。短いおよび長い書式のために1つまたは2つのダッシュを使用すること

ができます。 オプションは値を取る、または、取らない場合があります。値をとる場合、以下のようになります:  --option=value。値は引

用符無しで2つの場合で指定することができます:  (i) 値文字列にスペースが含まれる場合。または、 (ii) 引用符が必要とするオプションの説

明内で明示的に指示されている場合。オプションがブール値の値を取り、ブールの値が指定されていない場合、オプションのデフォルトの値は

https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/
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TRUE です。 --h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。

test-only [t]

--t, --test-only = true|false

値は true|false です。true の場合、LicenseServer にライセンスファイルがアップロードされ、検証されますが、割り当てられる

ことはありません。
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4.2 exportresourcestrings

構文と説明

exportresourcestrings コマンドは特定の言語内の StyleVision Server アプリケーションのリソース文字列を含む XML ファイル

を出力します。使用することのできる言語は英語 (en)、 ドイツ語 (de)、 スペイン語 (es)、 フランス語 (fr)、 と日本語 (ja)　です。

stylevisionserver exportresourcestrings [options] LanguageCode XMLOutputFile

· LanguageCode 引数は、出力 XML ファイル内のソース言語の言語を与えます。これは エクスポート言語 です。許可されて

いるエクスポート言語は以下の通りです (それぞれの言語コードがかっこで囲まれています) :  英語 (en)、 ドイツ語 (de)、 スペイ

ン語 (es)、 フランス語 (fr)、 と日本語 (ja)。

· XMLOutputFile 引数は出力 XML ファイルのパスと名前を指定します

ローカリゼーションの作成方法は以下のとおりです。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

W indows システム上でのバックスラッシュ、スペース、および特別文字

W indows システム:  (例えば、ファイル、または、フォルダー名、企業名、または、個人、または、製品名内で)スペース、または特別文

字がが文字列内で発生すると引用符を使用してください:  例えば、 "My File"。 しかしながら、二重引用符の後のバックスラッシュ

(例えば、 "C:\My directory\") は正確に読み取られない場合があります。これはバックスラッシュ文字がエスケープシーケンスの

開始を示すためであり、エスケープシーケンス  \" は二重引用符文字を示すためです。この文字のシーケンスをエスケープする場合は、

以下のように前にバックスラッシュを次のように使用します:  \\"。  要約すると: スペースまたはバックスラッシュを含むファイルパスを作成

する場合、以下のような名前を与えます:  "C:\My Directory\\"。

例

exportresourcestrings コマンドのサンプル:

stylevisionserver exportresourcestrings de c:\Strings.xml 

· 上の のコマンド  はStyleVision Server のドイツ語リソース文字列を含む Strings.xml と呼ばれるファイルを c:\ に作成

します。

StyleVision Server のローカライズされたバージョンの作成

選択された言語で StyleVision Server のローカライズされたバージョンを作成することができます。5つのローカライズされたバージョン (英

語、ドイツ語、スペイン語、フランス語、および日本語) は C:\Program Files (x86)

\Altova\StyleVisionServer2021\bin フォルダー内で使用することができるため、作成する必要はありません。

ローカライズされたバージョンを以下のように作成します:

1. exportresourcestrings コマンドを使用してリソース文字列を含む XML ファイルを作成します (上記のコマンド構文を

参照してください)。この XML ファイル内のリソース文字列は、サポートされる以下の5つの言語のひとつです:  コマンドと共に使用

される LanguageCode 引数に従い英語 (en)、 ドイツ語 (de)、 スペイン語 (es)、 フランス語 (fr)、 または日本語
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(ja)。

2. 5つのサポートされる言語の1つからのリソース文字列からターゲット言語に翻訳します。リソース文字列は XML ファイル内の

<string> 要素のコンテンツです。{option} または { pr oduct }  などの、中かっこ内の変数は翻訳しないでください。

3. ローカライズされた StyleVision Server DLL ファイルを翻訳された XMLファイルから生成するために、 Altova サポート に連

絡してください。

4. Altova サポート からローカライズされた DLLファイルを受信すると、DLL を C:\Program Files (x86)\Altova\<%

APPFOLDER\bin フォルダー内に保存します。DLL ファイルはフォーム StyleVisionServer2021_lc.dll の名前を

持ちます。名前の _lc 部分には、言語コードが含まれています。例えば、  StyleVisionServer2021_de.dll では、

de の部分は、ドイツ語 (Deutsch) のための言語コードです。 

5. setdeflang コマンドを実行し、使用する StyleVision Server アプリケーションと同様にローカライズされた DLL ファイルを

設定します。setdeflang コマンドの引数のために、 DLL 名の一部である言語コードを使用してください。

メモ:Altova StyleVision Server は5つの言語のためのサポートを提供しています:  英語、ドイツ語、スペイン語、フランス語、および日本

語。これらの言語のローカライズされたバージョンを作成する必要はありません。これらの言語をデフォルトの言語として設定するに

は、 StyleVision Server の setdeflang コマンドを使用します。 

http://www.altova.com/support
http://www.altova.com/support
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4.3 generate

構文と説明

PXF ファイル内に含まれる XSLT ドキュメントを使用して入力ファイルを生成し、 generate コマンド  (省略名 gen) は1つまたは複数

の出力ファイル (HTML、PDF、RTF、 および/または DOCX) を生成します。

stylevisionserver generate | gen --inputxml=Filename [additional options] InputPXF

· --inputxml オプションは必須です。XML ファイルへのパスを提供します。

· InputPXF 引数は出力ドキュメントを生成するために使用される XSLT ドキュメントを含む PXF ファイルへのパスを指定しま

す。PXF ファイルは Altova の StyleVision アプリケーションを使用して作成されます。 

· 各出力フォーマットはその出力のためのオプションを指定することにより生成されます (下にリストされるオプションを参照してくださ

い)。各オプションの値は出力の生成先へのパスです。 

メモ: StyleVision Server は、 FO から PDF ファイルを生成するための Apache Project の FO プロセッサーである Apache

FOP を使用します。Apache FOP は StyleVision Server と共に以下の場所にインストールされています:  W indows シ

ステム上では、 ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions 内にインストールされています。Linux と macOS

システム上では、 StyleVisionServer2021 フォルダーの子孫フォルダー内にインストールされています。Apache FOP は

Java Runtime Environment 1.6 または以降 が StyleVision Server マシン上にインストールされていることを必要とし

ます。 32-ビット StyleVision Server のためには、32-ビット Java をインストールしてください。64-ビット StyleVision

Server のためには、64-ビット Java をインストールしてください。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

W indows システム上でのバックスラッシュ、スペース、および特別文字

W indows システム:  (例えば、ファイル、または、フォルダー名、企業名、または、個人、または、製品名内で)スペース、または特別文

字がが文字列内で発生すると引用符を使用してください:  例えば、 "My File"。 しかしながら、二重引用符の後のバックスラッシュ

(例えば、 "C:\My directory\") は正確に読み取られない場合があります。これはバックスラッシュ文字がエスケープシーケンスの

開始を示すためであり、エスケープシーケンス  \" は二重引用符文字を示すためです。この文字のシーケンスをエスケープする場合は、

以下のように前にバックスラッシュを次のように使用します:  \\"。  要約すると: スペースまたはバックスラッシュを含むファイルパスを作成

する場合、以下のような名前を与えます:  "C:\My Directory\\"。

サンプル

generate コマンドのサンプル:

stylevisionserver generate --inputxml=C:\MyFiles\ExpReport.xml --html=Test.html

ExpReport.pxf

stylevisionserver generate --inputxml=C:\ExpReport.pxf|zip\ExpReport.xml --

html=Test.html ExpReport.pxf

stylevisionserver generate --inputxml=altova://packagedfile/ExpReport.xml --

html=Test.html ExpReport.pxf

stylevisionserver generate --inputxml=ExternalXML.xml --html=Test.html Test.pxf  

https://www.altova.com/ja/stylevision
https://xmlgraphics.apache.org/fop/
https://xmlgraphics.apache.org/fop/
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· 上記の コマンド には必須の --inputxml オプション、InputPXF 引数 (Test.pxf)、およびの出力作成のオプション (上

記のサンプルでは--html ) の最小値が含まれています。

· 入力 XML ファイルは PXF ファイル内で見つけることができます (上記の2番目と3番目のサンプルを参照してください)。または

外部 XML ファイルであることもできます (ファイルは PXF ファイルの外部に存在します。 上記の最初および4番目のサンプルを

参照してください)。

· --inputxml スイッチはメインスキーマソースが DB または DB-XML の場合無視されますが、構文上の理由から、 --

inputxml=database などを使用することが奨励されます。

· 出力作成オプション --html は上のサンプルで示されている通り相対的なパスを取ります。このため、出力ファイルのロケーションは

PXF ファイルであるフォルダーに対して相対的になります。

オプション

inputxml [xml]

--xml, --inputxml = PathToXMLFile

このオプションは必須です。 XML ファイルへのパスを指定します。XML ファイルは PXF ファイルの内部、または、外部に存在します。

PXF ファイルの内部で XML ファイルをターゲットするには、|zip ロケーターを使用します (上のサンプル内のハイライトされた箇所を

参照してください)。 --inputxml オプションは入力 PXF のメインスキーマソースが DB または DB-XML の場合無視されます。

dbwhere [dbw]

--dbw, --dbwhere = WHEREClause

DB-XML ソースの行が処理されるかを決定する SQL WHERE 句。

param [p]

--p, --param = $ParamName:ParamValue

PXF ファイル内で定義されるパラメーターに値を提供します。 --param スイッチは各パラメーターの前で使用される必要があります。

ParamName または ParamValue にスペースが含まれる場合引用符を使用します。例:  --p=$company:"Nanonull

Inc"

prohibit-output-outside-target-folder

--prohibit-output-outside-target-folder = true|false

値は true|false です。true の場合、メイン出力ファイル (HTML,  PDF, RTF, DOCX,  FO) が作成されるフォルダー内以外

出の出力の作成を許可しません。 これにより、必要な場合他のフォルダーのための保護が提供されます。 デフォルトは false です。

outhtml [html]

--html, --outhtml = FilePath

生成する HTML ファイルへのパス。

outpdf [pdf]

--pdf, --outpdf = FilePath

生成する PDF ファイルへのパス。

outrtf [rtf]

--rtf, --outrtf = FilePath

生成する RTFファイルへのパス。

outdocx [docx]

--docx, --outdocx = FilePath

生成する DOCX ファイルへのパス。
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outfo [fo]

--fo, --outfo = FilePath

生成する FO ファイルへのパス。

generate-html-output-as-mime

--generate-html-output-as-mime = true|false

値は true|false です。このオプションが指定されていない場合、 デフォルトは false です。値が提供されていない場合は

true です。 true の場合、HTML 出力は mime ストリームとし出力されます。

verbose [v]

--v, --verbose = true|false

値は true|false です。 すべてのメッセージの表示をオンとオフに切り替えます。このオプションが指定されていない場合、 デフォルト

は false です。値が提供されていない場合は true です。

lang [l]

--l, --lang = en|de|es|fr|ja

メッセージを表示するために使用されている言語。

--h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。

(使用できる場合) オプションは短いおよび長い書式でリストされています。短いおよび長い書式のために1つまたは2つのダッシュを使用すること

ができます。 オプションは値を取る、または、取らない場合があります。値をとる場合、以下のようになります:  --option=value。値は引

用符無しで2つの場合で指定することができます:  (i) 値文字列にスペースが含まれる場合。または、 (ii) 引用符が必要とするオプションの説

明内で明示的に指示されている場合。オプションがブール値の値を取り、ブールの値が指定されていない場合、オプションのデフォルトの値は

TRUE です。 --h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。
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4.4 help

構文と説明

help コマンドは、ヘルプを必要とするコマンドの名前である単一の引数 (Command) を取ります。コマンドの構文、オプション、および他の関

連する情報を表示します。Command 引数が指定されていない場合、説明と共に実行可能ファイルのすべてのコマンドがリストされます。

stylevisionserver help Command

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

例

help コマンドのサンプルは licenserver コマンドに関する情報を表示します:

stylevisionserver help licenseserver 

--help オプション

ヘルプ情報が必要とされるコマンドの --help オプションを使用してヘルプ情報を使用することもできます。下の2つのコマンドは同じ結果を生

成します:

stylevisionserver licenseserver --help 

上記のコマンドは licenseserver コマンドの --help オプションを使用します。 

stylevisionserver help licenseserver 

help コマンドは引数として licenseserver を取ります。

両方のコマンドは licenseserver コマンドに関するヘルプ情報を表示します。
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4.5 licenseserver

構文と説明

licenseserver コマンドは StyleVision Server を Server-Or-IP-Address 引数により指定されている Altova

LicenseServer を使用して登録します。licenseserver コマンド実行されるには、 2つのサーバー (StyleVision Server と

LicenseServer) が同じネットワーク上で作動しており LicenseServer が作動している必要があります。StyleVision Server を

LicenseServer と登録する管理特権が必要になります。 

stylevisionserver licenseserver [options] Server-Or-IP-Address

· Server-Or-IP-Address 引数は、 LicenseServer マシンの名前、または、 IP アドレスを取ります。

StyleVision Server が LicenseServer へ登録されると、この件に関連するメッセージを受け取ります。メッセージは LicenseServer

の URL も表示します。LicenseServer に移動して、 StyleVision Server にライセンスを割り当てることもできます。ライセンスに関する

詳細は、LicenseServer ドキュメントを確認してください (https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/)。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

W indows システム上でのバックスラッシュ、スペース、および特別文字

W indows システム:  (例えば、ファイル、または、フォルダー名、企業名、または、個人、または、製品名内で)スペース、または特別文

字がが文字列内で発生すると引用符を使用してください:  例えば、 "My File"。 しかしながら、二重引用符の後のバックスラッシュ

(例えば、 "C:\My directory\") は正確に読み取られない場合があります。これはバックスラッシュ文字がエスケープシーケンスの

開始を示すためであり、エスケープシーケンス  \" は二重引用符文字を示すためです。この文字のシーケンスをエスケープする場合は、

以下のように前にバックスラッシュを次のように使用します:  \\"。  要約すると: スペースまたはバックスラッシュを含むファイルパスを作成

する場合、以下のような名前を与えます:  "C:\My Directory\\"。

例

licenseserver コマンドのサンプル:

stylevisionserver licenseserver DOC.altova.com 

stylevisionserver licenseserver localhost 

stylevisionserver licenseserver 127.0.0.1 

上記のコマンドは、それぞれ DOC.altova.com という名前のマシンとユーザーのマシン (localhost と 127.0.0.1) を Altova

LicenseServer を作動するマシンとして指定します。双方の場合、指定されているマシン上の LicenseServer を使用してコマンドは

StyleVision Server を登録します。最後のコマンドは、コマンドを実行するためにサーバー実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

(使用できる場合) オプションは短いおよび長い書式でリストされています。短いおよび長い書式のために1つまたは2つのダッシュを使用すること

ができます。 オプションは値を取る、または、取らない場合があります。値をとる場合、以下のようになります:  --option=value。値は引

用符無しで2つの場合で指定することができます:  (i) 値文字列にスペースが含まれる場合。または、 (ii) 引用符が必要とするオプションの説

明内で明示的に指示されている場合。オプションがブール値の値を取り、ブールの値が指定されていない場合、オプションのデフォルトの値は

TRUE です。 --h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。

https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/
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json [j]

--j, --json = true|false

値は true|false です。true の場合、 マシン解読可能な JSON オブジェクトとして登録の結果を出力します。
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4.6 pdfdata

構文と説明

pdfdata コマンドは、 InputPDF 引数として提出された PDF ファイルから FDF ファイルまたは XML ファイルを生成します。

stylevisionserver pdfdata [options] InputPDF 

· InputPDF 引数は出力 FDF または XML ファイルが生成される PDF ファイルへのパスを指定します。PDF ファイルにフォーム

データが存在しない場合、生成されたファイルにはフォームデータが含まれません。

· --outfdf オプションを使用して、生成された FDF ファイル、または、生成された XMLファイルのロケーションを指定する --

outxml オプションを指定します。

FDF ファイルと記入可能な PDF フォームのデザインの詳細に関しては、 Altova StyleVision (Enterprise Edition) ドキュメントを参

照してください。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

W indows システム上でのバックスラッシュ、スペース、および特別文字

W indows システム:  (例えば、ファイル、または、フォルダー名、企業名、または、個人、または、製品名内で)スペース、または特別文

字がが文字列内で発生すると引用符を使用してください:  例えば、 "My File"。 しかしながら、二重引用符の後のバックスラッシュ

(例えば、 "C:\My directory\") は正確に読み取られない場合があります。これはバックスラッシュ文字がエスケープシーケンスの

開始を示すためであり、エスケープシーケンス  \" は二重引用符文字を示すためです。この文字のシーケンスをエスケープする場合は、

以下のように前にバックスラッシュを次のように使用します:  \\"。  要約すると: スペースまたはバックスラッシュを含むファイルパスを作成

する場合、以下のような名前を与えます:  "C:\My Directory\\"。

サンプル

pdfdata コマンドのサンプル:

stylevisionserver pdfdata --outfdf=C:\test\forms\FDFData.fdf C:

\test\forms\TestForm.pdf 

stylevisionserver pdfdata --outxml=C:\test\forms\XMLData.xml C:

\test\forms\TestForm.pdf

上記のサンプルは FDF ファイルと XML ファイルを PDF 入力からそれぞれ作成します。

オプション

outfdf

--outfdf = FilePath

生成された FDF ファイルへのパス。 

outxml

https://www.altova.com/manual/Stylevision/stylevisionenterprise/
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--outxml = FilePath

生成された XML ファイルへのパス。

--h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。

(使用できる場合) オプションは短いおよび長い書式でリストされています。短いおよび長い書式のために1つまたは2つのダッシュを使用すること

ができます。 オプションは値を取る、または、取らない場合があります。値をとる場合、以下のようになります:  --option=value。値は引

用符無しで2つの場合で指定することができます:  (i) 値文字列にスペースが含まれる場合。または、 (ii) 引用符が必要とするオプションの説

明内で明示的に指示されている場合。オプションがブール値の値を取り、ブールの値が指定されていない場合、オプションのデフォルトの値は

TRUE です。 --h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。
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4.7 setdeflang

構文と説明

setdeflang コマンド (sdl と略される) は StyleVision Server.  のデフォルトの言語を設定します。英語 (en)、ドイツ語  (de)、スペ

イン語 (es)、フランス語 (fr)、および日本語 (ja) を使用することができます。コマンドは必須の LanguageCode 引数を取ります。

stylevisionserver setdeflang [options] LanguageCode

· LanguageCode 引数が必須で、 StyleVision Server のデフォルトの言語を設定します。対応する値は以下の通りです

:en, de, es, fr, ja.

· --h, --help  オプションを使用してコマンドの情報を表示します。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

例

setdeflang (sdl) コマンドのサンプル:

stylevisionserver sdl de 

stylevisionserver setdeflang es 

· 最初のコマンド StyleVision Server のデフォルトの言語をドイツ語に設定します。

· 2番目のコマンドは StyleVision Server  のデフォルトの言語をスペイン語に設定します。

オプション

--h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。
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4.8 setfopath

構文と説明

setfopath コマンド (省略名 sfp) は StyleVision Server パッケージに含まれている以外の Apache FOP プロセッサーへのパスを

指定します。

stylevisionserver setfopath | sfp [options] Path ?E??

· StyleVision Server 内に含まれている Apache FOP プロセッサーは、デフォルトで FO ドキュメントの処理と、 PDF の出

力に使用されます。 StyleVision Server により提供されるプロセッサー以外の Apache FOP プロセッサーインスタンスを使用

する場合、使用する FO プロセッサーへのパスを与える Path 引数を持つ setfopath コマンドを使用してください。 

· 代替 FO プロセッサーが setfopath コマンドを使用して指定されている後は、  generate  コマンドを使用してPDFが

生成される際にこのプロセッサーが使用されます。プロセッサーを変更する場合は、 setfopath コマンドを再度使用します。

StyleVision Server の FOP プロセッサーに切り替える場合、システム上で FOP フォルダーをロケートし、  setfopath の

引数としてこのパスを使用します。

· W indows システム上では、StyleVision Server を使用してインストールされている FOP フォルダーは、

ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions で見つけることができます。Linux と macOS システム上では、

StyleVisionServer2021 フォルダーの子孫フォルダー内で見つけることができます。

FDF ファイルと記入可能な PDF フォームのデザインの詳細に関しては、 Altova StyleVision (Enterprise Edition) ドキュメントを参

照してください。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

W indows システム上でのバックスラッシュ、スペース、および特別文字

W indows システム:  (例えば、ファイル、または、フォルダー名、企業名、または、個人、または、製品名内で)スペース、または特別文

字がが文字列内で発生すると引用符を使用してください:  例えば、 "My File"。 しかしながら、二重引用符の後のバックスラッシュ

(例えば、 "C:\My directory\") は正確に読み取られない場合があります。これはバックスラッシュ文字がエスケープシーケンスの

開始を示すためであり、エスケープシーケンス  \" は二重引用符文字を示すためです。この文字のシーケンスをエスケープする場合は、

以下のように前にバックスラッシュを次のように使用します:  \\"。  要約すると: スペースまたはバックスラッシュを含むファイルパスを作成

する場合、以下のような名前を与えます:  "C:\My Directory\\"。

サンプル

setfopath コマンドを実行後、指定された FO プロセッサーを使用して PDFを生成するために generate  コマンドを使用すること

ができます:

stylevisionserver setfopath C:\FOP\FOP.bat 

stylevisionserver generate --inputxml=Test.xml --pdf=Test.pdf Test.pxf 

上記のコマンドは以下を行います:

1. setfopath コマンドは  C:\FOP\FOP.bat に存在する FO プロセッサーが次の PDF 生成コマンド内で PDF を生成する

ために使用されるように指定します。

37

37

https://www.altova.com/manual/Stylevision/stylevisionenterprise/
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2. generate コマンドは、 PXF ファイル内に含まれている変換ファイルを使用して、指定された入力 XML から PDF ファイルを

生成します。PDF を生成するために使用された前のコマンド内で FO プロセッサーは指定されています。 

オプション

--h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。

(使用できる場合) オプションは短いおよび長い書式でリストされています。短いおよび長い書式のために1つまたは2つのダッシュを使用すること

ができます。 オプションは値を取る、または、取らない場合があります。値をとる場合、以下のようになります:  --option=value。値は引

用符無しで2つの場合で指定することができます:  (i) 値文字列にスペースが含まれる場合。または、 (ii) 引用符が必要とするオプションの説

明内で明示的に指示されている場合。オプションがブール値の値を取り、ブールの値が指定されていない場合、オプションのデフォルトの値は

TRUE です。 --h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。
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4.9 verifylicense (Windows のみ)

構文と説明

verifylicense コマンドは、使用中の製品がライセンス供与を受けているかチェックします。更に、 --license-key オプションにより

特定のライセンスキーが製品に既に割り当て済みかをチェックします。このコマンドは W indows 上でのみサポートされています。Linux または

Mac システム上ではサポートされていません。

stylevisionserver verifylicense [options]

· StyleVision Server に割り当てられた特定のライセンスが、 --license-key オプションの値としてライセンスキーを与えるか

をチェックします。

ライセンスに関する詳細は、LicenseServer ドキュメントを確認してください

(https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/)。

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

例

verifylicense コマンドのサンプル:

stylevisionserver verifylicenseserver 

stylevisionserver verifylicenseserver --license-key=ABCD123-ABCD123-ABCD123-ABCD123-

ABCD123-ABCD123  

· 最初のコマンドは StyleVision Server がライセンス供与されているかをチェックします。

· 2番目のコマンドは StyleVision Server が --license-key オプションで指定されているライセンスキーと共にライセンス供与

されているかをチェックします。

オプション

(使用できる場合) オプションは短いおよび長い書式でリストされています。短いおよび長い書式のために1つまたは2つのダッシュを使用すること

ができます。 オプションは値を取る、または、取らない場合があります。値をとる場合、以下のようになります:  --option=value。値は引

用符無しで2つの場合で指定することができます:  (i) 値文字列にスペースが含まれる場合。または、 (ii) 引用符が必要とするオプションの説

明内で明示的に指示されている場合。オプションがブール値の値を取り、ブールの値が指定されていない場合、オプションのデフォルトの値は

TRUE です。 --h, --help  オプションを使用してコマンドに関する情報を表示します。

license-key [l]

--l, --license-key = Value

StyleVision Server がこのオプションの値としてライセンスキーと共にライセンス供与されているか確認します。

https://www.altova.com/manual/ja/AltovaLicenseServer/
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4.10 version

構文と説明

version コマンドは StyleVision Server のバージョンを表示します。

stylevisionserver version

コマンドライン上の大文字と小文字の区別とスラッシュ

W indows 上の StyleVisionServer 

W indows と Unix (Linux,  Mac) 上の  stylevisionserver 

* 小文字 (stylevisionserver) はすべてのプラットフォーム (W indows、Linux、 および Mac) で使用することができます

が、小文字(StyleVisionServer) は W indows と Mac のみで使用することができます。

* Linux と Mac 上ではスラッシュを使用し、W indows 上ではバックスラッシュを使用します。

例

version コマンドのサンプル:

stylevisionserver version
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5 StyleVision Server API

StyleVision Server は、 .NET、COM、または、 Java ベースコードからプログラム的にアクセスすることのできるアプリケーション プログラミ

ング インターフェイス (API)を提供します。

このレファレンス セクションは以下のように整理されています:

· .NET インターフェイスについて

· COM インターフェイスについて

· Java インターフェイスについて

· コードのサンプル

· API レファレンス

51
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5.1 .NET インターフェイスについて

.NET インターフェイスは、 COM インターフェイスの周りのラッパーとして作成されます。 これらは、Altova により署名され、名前空間

Altova.StyleVisionServer を使用するプライマリ相互運用機能アセンブリとして提供されます。

手動の登録は必要ないため、インストール中、 StyleVision Server は自動的に COM サーバーオブジェクトとして、自動的に登録され

ます。アクセスエラー送信されると、コンポーネントサービスを開き、 StyleVision Server を含むアプリケーションプールを実行する同じアカウ

ントへのパーミッションを与えます。 

.NET プロジェクトで StyleVision Server を使用するには、 Altova.StyleVisionServer.dll ファイルにレファレンスを追加しま

す (下の説明を参照してください)。 Altova.StyleVisionServer.dll は、 StyleVision Server インストールフォルダー内の

bin フォルダーにあります。この .dll ファイルは、自動的にグローバルアセンブリキャッシュ (GAC) に StyleVision Server インストール

中に追加されます( GAC は通常以下で見つけることができます C:\WINDOWS\assembly フォルダー). 

StyleVision Server が COM サーバーオブジェクトとして登録されると、 と Altova.StyleVisionServer.dll を .NET インター

フェイスで使用できるようになります。 StyleVision Server API 機能は、 .NET プロジェクト内で使用できるようになります。

Visual Studio .NET プロジェクト内の StyleVision Server DLL にレファレンスを追加する

1. Visual Studio 内で開かれている .NET プロジェクトから、「プロジェクト | レファレンスを追加する」 をクリックします。レファレン

スの追加ダイアログボックスがポップアップします。

2. 参照タブで、<StyleVisionServer application folder>/bin フォルダーを参照し、

Altova.StyleVisionServer.dll を選択して、「OK」をクリックします。

(オブジェクトブラウザーを表示するには、 「表示」メニュー内の「オブジェクトブラウザー」をクリックします) Visual Studio オブジェクトブラウザ

ーを使用して、 Al t ova  の構造を確認することができます。St y l eVi s i onSer ver  アセンブリの構造をビューすることができます。
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5.2 COM インターフェイスについて

StyleVision Server は、インストール中に COM サーバーオブジェクトとして自動的に登録されます。登録が成功したか確認するには、レ

ジストリエディターを開きます (例えば、コマンドラインで regedit.exe を入力するなど)。登録に成功すると、レジストリはクラス

StyleVision.Server を含んでいます。このクラスは、通常で HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Classes 見つけることがで

きます。

COM サーバーオブジェクト が登録されると、 COM 呼び出しのためのプログラミングをサポートするアプリケーションとスクリプト言語から呼び出

すことができます。   StyleVision Server インストールパッケージの場所を変更する場合、StyleVision Server をアンインストールし、必

要な場所でインストールすることが奨励されています。このように、必要な非登録と登録はインストールの過程で実行されます。 
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5.3 Java インターフェイスについて

Java コードから StyleVision Server API にアクセスするには、 Java プロジェクトの .classpath ファイルに次のレファレンスを追加し

ます。

StyleVisionServer.jar           StyleVision Server と通信するライブラリ   

StyleVisionServer_JavaDoc.zip   StyleVision Server API のドキュメント

両方のファイルは、 StyleVision Server インストール bin フォルダーの中で使用することができます。ファイルを元の場所から参照するか、

または、プロジェクトのセットアップに合う場合は他の場所にコピーすることができます。

Eclipse 内にライブラリ レファレンスを追加する 

Eclipse 内では、 Java プロジェクトのプロパティを編集することによりクラスパスのレファレンスを追加することができます。下のサンプルの処理

は、サンプル Eclipse 4.4 に適用することができます。

1. Eclipse 内で開かれているファイルの プロジェクト メニューから、「プロパティ」をクリックし、 Java ビルドパスを選択します。

2. ライブラリタブから「外部 JAR を追加する」 をクリックして、 StyleVision Server インストールフォルダー内の

StyleVisionServer.jar ファイルを参照します。

3. ビルドパスの下の JAR とクラス フォルダー から、 StyleVisionServer.jar レコードを展開し、 Javadoc location:

(None) レコードをダブルクリックします。

4. アーカイブと外部 ファイル オプション内で Javadoc が選択されていることを確認し、 StyleVision Server インストールフォルダ

ー内にある StyleVisionServer_JavaDoc.zip ファイル を参照してください。

5. 「OK」 をクリックします。StyleVision Server ライブラリと Javadoc アーカイブへのレファレンスは、プロジェクトの

.classpath ファイルに追加されます。
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5.4 コードのサンプル

このセクションのサンプルは以下のプログラム言語のために説明されています:

· C++  

· C#  

· VBScript  

· Visual Basic

· Java

5 .4 .1 C++

下のサンプルは、PXF ファイルと入力 XML ファイルを使用して、出力 RTF ファイルを生成するために C++ コードを使用する方法を表示

しています。StyleVision Server がインストール、および、ライセンスされていること、また、 COM サーバーオブジェクトとして使用できること

を確認してください。COM サーバーオブジェクトとしての登録は、StyleVision Server のインすオール中に行われます。登録の成功を確

認するために COM インターフェイスについてを参照してください 。

// StyleVisionServerAPI_Sample.cpp : Defines the entry point for the console application.

//

#include <iostream>

#include "atlbase.h"

// The following import statements require the corresponding C++ tool-chain to be

selected in the project configuration file. 

#ifndef _WIN64

// 32-bit StyleVisionServer

#import "progid:StyleVision.Server"

#else

// 64-bit StyleVisionServer

#import "progid:StyleVision_x64.Server"

#endif

int _tmain(int argc, _TCHAR* argv[])

{

CoInitialize( NULL );

try

{

//Create a StyleVision Server object

StyleVisionServerLib::IServerPtr pSVS;

CoCreateInstance( __uuidof( StyleVisionServerLib::Server ), NULL,

CLSCTX_ALL, __uuidof( StyleVisionServerLib::IServer ), reinterpret_cast< void**

>( &pSVS ) );

//Set a working directory - used for output and for intermediate files

pSVS->WorkingDirectory = ".."; // this is relative to this applications'

working directory (the project folder)

//Default path to the StyleVision Server executable is the installation

path (same dir with the StyleVisionServer.dll)
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//In case you moved the binaries on the disk, you need to explicitly set

the path to the .exe file

//pSVS->ServerPath = "C:\\Program Files (x86)\\Altova\

\StyleVisionServer2021\\bin\\StyleVisionServer.exe";

//pSVS->ServerPath = "C:\\Program Files\\Altova\\StyleVisionServer2021\

\bin\\StyleVisionServer.exe";

//Prepare the name of the working XML

//    This can be an absolute/relative path if the file is stored

externally (not inside PXF)

// pSVS->InputXML = "ExpReport.xml";

//    Or it can contain the path INSIDE the PXF

// pSVS->InputXML = "ExpReport.pxf|zip\\ExpReport.xml";

//    Easiest way is to refer to the file as being embedded in the

transformation file

pSVS->InputXML = "altova://packagedfile/ExpReport.xml";

//Add output paths (absolute or relative to WorkingDirectory) for all

formats that should be generated

pSVS->OutputRTF = "ExpReport.rtf";

pSVS->OutputPDF = "ExpReport.pdfrtf";

pSVS->OutputHTML = "ExpReport.html";

//Prepare the parameters, if your design uses parameters

//pSVS->AddParameter( "testparam1", "value 1" );

//Run the transformation; the output will be stored at C:

\temp\ExpReport.rtf

// NOTE Please adapt the path to the input file in order to run the sample

if (pSVS->Generate("ExpReport.pxf"))

              {

std::cout << pSVS->LastExecutionMessage << std::endl;

                    std::cout << "Success - finished execution" << std::endl;

              }

else

std::cout << pSVS->LastExecutionMessage << std::endl;

}

catch (_com_error& err )

{

BSTR  bstrMessage;

(err).ErrorInfo()->GetDescription( &bstrMessage );

std::cout << "Exception occurred: " <<

_com_util::ConvertBSTRToString( bstrMessage ) << std::endl;

}

CoUninitialize();

return 0;

}

5 .4 .2 C#

下のサンプルは、PXF ファイルと入力 XML ファイルを使用して、出力 RTF ファイルを生成するために C# コードを使用する方法を表示し

ています。StyleVision Server がインストール、および、ライセンスされていること、また、 COM サーバーオブジェクトとして使用できることを

確認してください。COM サーバーオブジェクトとしての登録は、StyleVision Server のインすオール中に行われます。登録の成功を確認

するために COM インターフェイスについてを参照してください 。
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namespace StyleVisionServerAPI_sample

{

    class Program

    {

        static void Main(string[] args)

        {

            try

            {

               //Create a StyleVision Server object

               Altova.StyleVisionServer.Server objSVS = new

Altova.StyleVisionServer.Server();

               //Set a working directory - used for output and for intermediate files

               objSVS.WorkingDirectory = "..\\..\\..";

               //Default path to the StyleVision Server executable is the installation

path (same dir with the StyleVisionServer.dll)

               //In case you moved the binaries on the disk, you need to explicitly set

the path to the .exe file

               //objSVS.ServerPath = "C:\\Program Files (x86)\\Altova\

\StyleVisionServer2021\\bin\\StyleVisionServer.exe";

               //Prepare the name of the working XML

               //    This can be an absolute/relative path if the file is stored

externally (not inside PXF)

               // objSVS.InputXML = "ExpReport.xml";

               //    Or it can contain the path INSIDE the PXF

               // objSVS.InputXML = "ExpReport.pxf|zip\\ExpReport.xml";

               //    Easiest way is to refer to the file as being embedded in the

transformation file

               objSVS.InputXML = "altova://packagedfile/ExpReport.xml";

               //Add output paths (absolute or relative to WorkingDirectory) for all

formats that should be generated

               objSVS.OutputRTF = "C:\\tmp\\ExpReport.rtf";

               //Prepare the parameters, if your design uses parameters

               //objSVS.AddParameter( "testparam1", "value 1" );

               //Run the transformation; the output will be stored at C:

\temp\ExpReport.rtf

               // NOTE Please adapt the path to the input file in order to run the sample

               if (objSVS.Generate("ExpReport.pxf"))

                   System.Console.WriteLine("Success - finished execution");

               else

                   System.Console.WriteLine(objSVS.LastExecutionMessage);

            }

            catch (System.Runtime.InteropServices.COMException ex)

            {

                // some general error like an invalid license happened

                System.Console.WriteLine("Internal Error - " + ex.Message);

            }

        }

    }

}
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5 .4 .3 VBScript

下のサンプルは、PXF ファイルと入力 XML ファイルを使用して、出力 RTF ファイルを生成するために VB Script コードを使用する方法

を表示しています。 StyleVision Server がインストール、および、ライセンスされていること、また、 COM サーバーオブジェクトとして使用で

きることを確認してください。COM サーバーオブジェクトとしての登録は、StyleVision Server のインすオール中に行われます。 登録の成

功を確認するために COM インターフェイスについてを参照してください 。

Option Explicit

'Create a StyleVision Server object; use "StyleVision_x64.Server" if you want to use the

64-bit installation

Dim objSVS

' Since we load a COM-DLL we need care about the process architecture 

On Error Resume Next ' ignore any COM errors avoiding uncontrolled script

termination

Dim WshShell

Dim WshProcEnv

Set WshShell =  CreateObject("WScript.Shell")

Set WshProcEnv = WshShell.Environment("Process")

Dim process_architecture

process_architecture= WshProcEnv("PROCESSOR_ARCHITECTURE")

If process_architecture = "x86" Then

Set objSVS = WScript.GetObject( "", "StyleVision.Server" )

If Err.Number <> 0 then

WScript.Echo("You are running in a 32-bit process but StyleVision Server

COM-API 32-bit seems not to be installed on your system.")

WScript.Quit -1

End If

Else

Set objSVS = WScript.GetObject( "", "StyleVision_x64.Server" )

If Err.Number <> 0 then

WScript.Echo("You are running in a 64-bit process but StyleVision Server

COM-API 64-bit seems not to be installed on your system.")

WScript.Echo("If you have installed 32-bit StyleVision Server consider

calling your script from the 32-bit console 'C:\Windows\SysWOW64\cmd.exe.'")

WScript.Quit -1

End If

End If

On Error Goto 0 ' re-enble default error promotion

'Set a working directory - used for input, output and for intermediate files

'objSVS.WorkingDirectory = "C:\Program Files (x86)

\Altova\StyleVisionServer2020\etc\examples"

objSVS.WorkingDirectory = ".."

'Default path to the StyleVision Server executable is the installation path (same dir

with the StyleVisionServer.dll)

'In case you moved the binaries on the disk, you need to explicitly set the path to the

.exe file

'objSVS.ServerPath = "C:\Program Files (x86)

\Altova\StyleVisionServer2020\bin\StyleVisionServer_DebugDLL.exe"

' The Generate method will return 'True' if generation was successful otherwise 'False'.

' In the case of fundamental errors like termination of the server process a COM error

will be raised which

' can be handled using the VBScript Err object.

On Error Resume Next ' ignore any COM errors avoiding uncontrolled script

termination
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Err.Clear

WScript.Echo("Running " & objSVS.ProductNameAndVersion & vbCrlf)

'Prepare the name of the working XML

'    This can be an absolute/relative path if the file is stored externally (not inside

PXF)

' objSVS.InputXML = "ExpReport.xml"

'    or it can contain the path INSIDE the PXF

objSVS.InputXML = "ExpReport.pxf|zip\ExpReport.xml"

'    or refer to the file as being embedded in the transformation file

'objSVS.InputXML = "altova://packagedfile/ExpReport.xml"

'Add output paths (absolute or relative to WorkingDirectory) for all formats that should

be generated

' make sure you have write permissions

'objSVS.OutputRTF = "C:\tmp\ExpReport.rtf"

objSVS.OutputPDF = "C:\tmp\ExpReport.pdf"

'objSVS.OutputHTML = "C:\tmp\ExpReport.html"

'Prepare the parameters, if your design uses parameters

'Call objSVS.AddParameter( "testparam1", "value_1" )

' Run the transformation. The PXF file path can be relative to the working folder or

absolute.

WScript.Echo("Generating output from ExpReport.pxf...")

If ( objSVS.Generate( "ExpReport.pxf" ) ) Then

WScript.Echo( objSVS.LastExecutionMessage )

WScript.Echo( "Success - finished execution" )

Else

WScript.Echo( objSVS.LastExecutionMessage )

End If

' handle COM errors

If Err.Number <> 0 Then

WScript.Echo("Internal error - " & Err.Description )

WScript.Quit -1

End If

On Error Goto 0 ' re-enble default error promotion

5 .4 .4 Visual Basic

下のサンプルは、PXF ファイルと入力 XML ファイルを使用して、出力 RTF ファイルを生成するために Visual Basic コードを使用する方

法を表示しています。StyleVision Server がインストール、および、ライセンスされていること、また、 COM サーバーオブジェクトとして使用

できることを確認してください。COM サーバーオブジェクトとしての登録は、StyleVision Server のインすオール中に行われます。登録の成

功を確認するために COM インターフェイスについてを参照してください 。

Option Explicit On

Module Program

    Sub Main()

        Try

            'Create a StyleVision Server object
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            Dim objSVS As Altova.StyleVisionServer.Server = New

Altova.StyleVisionServer.Server

            'Set a working directory - used for output and for intermediate files

            'objSVS.WorkingDirectory = "C:\Program Files (x86)

\Altova\MapForceServer2020\etc\Examples"

            objSVS.WorkingDirectory = "..\..\.."

            'Default path to the StyleVision Server executable is the installation path

(same dir with the StyleVisionServer.dll)

            'In case you moved the binaries on the disk, you need to explicitly set the

path to the .exe file

            'objSVS.ServerPath = "C:\Program Files (x86)

\Altova\StyleVisionServer2020\bin\StyleVisionServer.exe"

            'objSVS.ServerPath = "C:\Program

Files\Altova\StyleVisionServer2020\bin\StyleVisionServer.exe"

            'Prepare the name of the working XML

            '    This can be an absolute/relative path if the file is stored externally

(not inside PXF)

            ' objSVS.InputXML = "ExpReport.xml"

            '    Or it can contain the path INSIDE the PXF

            objSVS.InputXML = "ExpReport.pxf|zip\ExpReport.xml"

            '    Easiest way is to refer to the file as being embedded in the

transformation file

            ' objSVS.InputXML = "altova://packagedfile/ExpReport.xml"

            'Add output paths (absolute or relative to WorkingDirectory) for all formats

that should be generated

            objSVS.OutputRTF = "C:\tmp\ExpReport.rtf"

            objSVS.OutputPDF = "C:\tmp\ExpReport.pdf"

            objSVS.OutputHTML = "C:\tmp\ExpReport.html"

            'Prepare the parameters, if your design uses parameters

            'objSVS.AddParameter( "testparam1", "value 1" )

            ' Run the transformation; the output will be stored at C:\temp

            If (objSVS.Generate("ExpReport.pxf")) Then

                System.Console.WriteLine(objSVS.LastExecutionMessage)

                System.Console.WriteLine("Success - finished execution")

            Else

                System.Console.WriteLine(objSVS.LastExecutionMessage)

            End If

        Catch ex As Exception

            System.Console.WriteLine("Internal Error - " & ex.Message())

        End Try

    End Sub

End Module

5 .4 .5 Java

下のサンプルは、 PXF ファイルと入力 XML ファイルを使用して、出力 RTF ファイルを生成するために Java コードを使用する方法を表示

しています。 StyleVision Server がインストール、および、ライセンスされていること、また、サーバーオブジェクトとして使用できることを確認し

てください。サーバーオブジェクトとしての登録は、 StyleVision Server   登録の成功を確認するために、次を参照してください:  Java イン

ターフェイスについて .
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public class Program

{

   public static void main(String[] args)

   {

      try

      {

              

          //Create a StyleVision Server object

          com.altova.stylevisionserver.StyleVisionServer objSVS = new

com.altova.stylevisionserver.StyleVisionServer(); 

                     

          //Set a working directory - used for output and for intermediate files

          objSVS.setWorkingDirectory( "C:\\temp" );

       

          //Default path to the StyleVision Server executable is the installation path

(same dir with the StyleVisionServer.jar)

          //In case you copied the JAR file to a new location, you need to explicitly set

the path to the .exe file

          //objSVS.setServerPath( "C:\\Program Files (x86)\\Altova\

\StyleVisionServer2021\\bin\\StyleVisionServer.exe" );

       

          //Prepare the name of the working XML

          objSVS.setInputXML( "ExpReport.xml" );

       

          //Add output paths (absolute or relative to WorkingDirectory) for all formats

that should be generated

          objSVS.setOutputRTF( "ExpReport.rtf" );

       

          //Prepare the parameters, if your design uses parameters

          //objSVS.AddParameter( "testparam1", "value 1" );

       

          //Run the transformation; the output will be stored at C:\temp\ExpReport.rtf

          // NOTE Please adapt the path to the input file in order to run the sample

          if ( objSVS.generate( "C:\\Program Files (x86)\\Altova\\StyleVisionServer2021\

\etc\\Examples\\ExpReport.pxf" ) )

               System.out.println( "Success - finished execution" );

          else

               System.out.println( objSVS.getLastExecutionMessage() );

       }

       catch ( Exception e)

       {

              e.printStackTrace();

       }

   }

}
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5.5 API レファレンス

このセクションは StyleVision Server API のためのユーザーのレファレンスです。

· COM と .NET

· Java

5 .5 .1 COM と .NET

StyleVisionServer API は、新しい StyleVision Server オブジェクトインスタンスを作成し、 StyleVision Server へのアクセスを提

供する、 IServer インターフェイスを公開します。

IServer インターフェイス には、以下のメソッドとプロパティが存在します。

メソッド
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AddParameter

PXF ファイル内で定義されたパラメーターに値を割り当てます。

C#

void AddParameter(string bstrName, string bstrValue)

C++

HRESULT AddParameter([in] BSTR bstrName, [in] BSTR bstrValue );

VB

Sub AddParameter(ByVal bstrName As String, ByVal bstrValue As String)

ClearParameterList

パラメーターのリストを作成します。

C#

void ClearParameterList()

C++

HRESULT ClearParameterList();

VB

Sub ClearParameterList()

Generate

TransfPath 内で指定されている PXF ファイルを使用して1つまたは複数の出力ファイル (HTML、PDF、RTF、 および/または

DOCX) を生成します。PXF ファイル内に含まれている XSLT ドキュメントを使用して(PXF ファイル内の作業 XML ファイル)入力

XML ファイルを変換します。 成功の場合は、 TRUE を、それ以外は、 FALSE を返します。 

C#

bool Generate(string bstrTransfPath)

C++

HRESULT Generate( [in] BSTR bstrTransfPath, [out, retval] VARIANT_BOOL*

pbSuccess );

VB

Function Generate(ByVal bstrTransfPath As String) As Boolean

プロパティ
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APIMajorVersion

StyleVision Server API のメジャーなバージョンを取得します。 API が他のサーバーに接続されている場合、製品のバージョンと

は異なる場合があります。

C#

int APIMajorVersion { get; }

C++

HRESULT APIMajorVersion([out, retval] INT* pnVal);

VB

ReadOnly Property APIMajorVersion As Integer

APIMinorVersion

StyleVision Server API のマイナーなバージョンを取得します。 API が他のサーバーに接続されている場合、製品のバージョンと

は異なる場合があります。

C#

int APIMinorVersion { get; }

C++

HRESULT APIMinorVersion([out, retval] INT* pnVal);

VB

ReadOnly Property APIMinorVersion As Integer

APIServicePackVersion

StyleVision Server API のサービスパックバージョンを取得します。 API が他のサーバーに接続されている場合、製品のバージョン

とは異なる場合があります。

C#

int APIServicePackVersion { get; }

C++

HRESULT APIServicePackVersion([out, retval] INT* pnVal);

VB

ReadOnly Property APIServicePackVersion As Integer

InputXML

(PXF ファイル内の作業 XML ファイル)処理する XML ファイルのパスを名前を設定します。 

C#

string InputXML { set; }

C++
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HRESULT InputXML([in] BSTR bstrPath );

VB

Property InputXML As String

Is64Bit

StyleVision Server エンジンが 64 ビット実行可能ファイルの場合、 TRUE を返します。

C#

bool Is64Bit { get; }

C++

HRESULT Is64Bit([out, retval] VARIANT_BOOL* pbVal);

VB

ReadOnly Property Is64Bit As Boolean

LastExecutionMessage

最後のGenerate コマンドの取得中に受信したメッセージを取得します。

C#

string LastExecutionMessage { get; }

C++

HRESULT LastExecutionMessage([out, retval] BSTR* pbstrResult );

VB

ReadOnly Property LastExecutionMessage As String

MajorVersion

StyleVision Server のメジャーなバージョンを取得します。 

C#

int MajorVersion { get; }

C++

HRESULT MajorVersion([out, retval] INT* pnVal);

VB

ReadOnly Property MajorVersion As Integer

MinorVersion

StyleVision Server のマイナーなバージョンを取得します。
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C#

int MinorVersion { get; }

C++

HRESULT MinorVersion([out, retval] INT* pnVal);

VB

ReadOnly Property MinorVersion As Integer

OutputDOCX

出力 DOCX ファイルのパスと名前を設定します。

C#

string OutputDOCX { set; }

C++

HRESULT OutputDOCX([in] BSTR bstrPath );

VB

Property OutputDOCX As String

OutputFO

出力 FO ファイルのパスと名前を設定します。

C#

string OutputFO { set; }

C++

HRESULT OutputFO([in] BSTR bstrPath );

VB

Property OutputFO As String

OutputHTML

出力 HTML ファイルのパスと名前を設定します。

C#

string OutputHTML { set; }

C++

HRESULT OutputHTML([in] BSTR bstrPath );

VB

Property OutputHTML As String
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OutputPDF

出力 PDF ファイルのパスと名前を設定します。

C#

string OutputPDF { set; }

C++

HRESULT OutputPDF([in] BSTR bstrPath );

VB

Property OutputPDF As String

OutputRTF

出力 RTF ファイルのパスと名前を設定します。

C#

string OutputRTF { set; }

C++

HRESULT OutputRTF([in] BSTR bstrPath );

VB

Property OutputRTF As String

ProductName

製品の名前を取得します:  "StyleVision Server"

C#

string ProductName { get; }

C++

HHRESULT ProductName([out, retval] BSTR* pstrVal);

VB

ReadOnly Property ProductName As String

ProductNameAndVersion

バージョン番号を含む製品の完全な名前を取得します:  "St y l eVi s i on Ser ver  2014r 2 s p1 ( x64 ) "。

C#

string ProductNameAndVersion { get; }

C++
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HHRESULT ProductNameAndVersion([out, retval] BSTR* pstrVal);

VB

ReadOnly Property ProductNameAndVersion As String

ServerPath

StyleVision Server 実行可能ファイルへのパスを取得、または、設定します。

C#

string ServerPath { set; get; }

C++

HRESULT ServerPath([in] BSTR bstrServerFile );

HRESULT ServerPath([out, retval] BSTR* pbstrServerFile );

VB

Property ServerPath As String

ServicePackVersion

StyleVision Server のサービスパックバージョンを取得します(例:  1  Altova StyleVision Server 2014 r2 sp1

( x64 ) のため)

C#

int ServicePackVersion { get; }

C++

HRESULT ServicePackVersion([out, retval] INT* pnVal);

VB

ReadOnly Property ServicePackVersion As Integer

WhereClause

処理する DB-XML スキーマソースの行を決定する SQL WHERE 句を設定します。 

C#

string WhereClause { set; }

C++

HRESULT WhereClause([in] BSTR bstrPath );

VB

Property WhereClause As String

WorkingDirectory
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ジョブの実行のための現在のディレクトリを取得、または、設定します。相対パスは作業ディレクトリに対して評価されます。 

C#

string WorkingDirectory { set; get; }

C++

HRESULT WorkingDirectory([in] BSTR bstrWorkingDirectory );

HRESULT WorkingDirectory([out, retval] BSTR* pbstrWorkingDirectory );

VB

Property WorkingDirectory As String

5 .5 .2 Java

パッケージ com.altova.stylevisionserver は、以下のクラスから構成されています:

· public class StyleVisionServer (説明は以下を参照してください)

· public class StyleVisionServerException extends Exception

StyleVisionServer クラス

StyleVisionServer クラスは、新しい StyleVision Server オブジェクトインスタンスを作成し、 StyleVision Server へのアクセス

を提供します。 StyleVisionServer インターフェイスのメソッドは、下で説明されています。

StyleVisionServer クラスの メソッド

StyleVisionServer クラスのメソッドはアルファベット順にリストされています。

addParameter

public void addParameter(String name, String value)

新規パラメーターの名前と値を追加します。 各パラメーターとその値は、メソッドへの個別の呼び出し内で指定されています。 パラメータ

ーは XSLT ドキュメント内で宣言される必要があります。

パラメーター:  

name:  パラメーターの名前を文字列としてホールドします。

value:  パラメーターの値を文字列としてホールドします。

clearParameterList

public void clearParameterList()

パラメーターのリストを作成します。

generate

public boolean generate(String transfPath)

transfPath 内で指定されている PXF ファイルを処理します。StyleVisionServerException をスローします。

パラメーター:  

transfPath:  PXF ファイルを与える絶対 URL。

戻り値:   
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true() 実行が成功した場合

false() 実行が失敗した場合

エラーの場合、 getLastExecutionMessage()を使用してください

getAPIMajorVersion

public int getAPIMajorVersion()

 StyleVision Server API のメジャーなバージョンを取得します。 API が他のサーバーに接続されている場合、製品のバージョンと

は異なる場合があります。

getAPIMinorVersion

public int getAPIMinorVersion()

StyleVision Server API のマイナーなバージョンを取得します。API が他のサーバーに接続されている場合、製品のバージョンとは

異なる場合があります。

getAPIServicePackVersion

public int getAPIServicePackVersion()

StyleVision Server API のサービスパックバージョンを取得します。 API が他のサーバーに接続されている場合、製品のバージョン

とは異なる場合があります。

getLastExecutionMessage

public String getLastExecutionMessage()

コマンドの最後の生成中に受け取ったメッセージを取得します。

getMajorVersion

public int getMajorVersion()

アプリケーションのメジャーなバージョンを取得します。

getMinorVersion

public int getMinorVersion()

アプリケーションのマイナーなバージョンを取得します。

getProductName

public String getProductName()

製品の名前を取得します。

getProductNameAndVersion

public String getProductNameAndVersion()

製品の完全な名前とバージョン番号を取得します。

getServicePackVersion

public int getServicePackVersion()

StyleVision Server のサービスパックのバージョンを取得します。

is64bit

public boolean is64bit()

実行可能ファイルが 64 ビットであるかチェックします。

戻り値:   
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StyleVision Server (x64) のために、true() を返します。それ以外の場合は、 false() を返します。

setInputXML

public void setInputXML(String path)

処理する XML ファイルを設定します。これは、 PXFファイルで指定されている作業 XML ファイルのパスである必要があります。

パラメーター:  

path:  PXF ファイル内の作業 XML ファイルのパスをホールドしています。

setOutputDOCX

public void setOutputDOCX(String path)

生成する DOCX ファイルのパスと名前を設定します。

パラメーター:  

path:  生成する DOCX ファイルのパスと名前を設定します。

setOutputFO

public void setOutputFO(String path)

生成する FO ファイルのパスと名前を設定します。

パラメーター:  

path:  生成する FO ファイルのパスと名前を設定します。

setOutputHTML

public void setOutputHTML(String path)

生成する HTML ファイルのパスと名前を設定します。

パラメーター:  

path:  生成する HTML ファイルのパスと名前を設定します。

setOutputPDF

public void setOutputPDF(String path)

生成する PDF ファイルのパスと名前を設定します。

パラメーター:  

path:  生成する PDF ファイルのパスと名前を設定します。

setOutputRTF

public void setOutputRTF(String path)

生成する RTF ファイルのパスと名前を設定します。

パラメーター:  

path:  生成する RTF ファイルのパスと名前を設定します。

setServerPath

public void setServerPath(String serverFile)

StyleVisionServer 実行可能ファイルへのパスを設定します。

パラメーター:  

serverFile: StyleVisionServer 実行可能ファイルへのパス。

setWhereClause

public void setWhereClause(String whereClause)

処理する DB-XML スキーマソースの行を決定する SQL W HERE 句を設定します。

パラメーター:  
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whereClause:  処理する DB-XML スキーマソースの行を決定する SQL W HERE 句。

setWorkingDirectory

public void setWorkingDirectory(String workingDirectory)

デフォルトのディレクトリを設定します。 相対的なパスはこのディレクトリに対して相対的に解決されます。

パラメーター:  

workingDirectory:  デフォルトの (作業) ディレクトリのパス。
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6 XBRL タクソノミ マネジャー

XBRL タクソノミ マネジャー は StyleVision Server を含む Altova XBRL-が有効化されているアプリケーション全体で使用するために

XBRL タクソノミをインストールし管理する中央化した方法を提供するツールです。W indows では XBRL タクソノミ マネジャー には視覚

的なユーザーインターフェイスがあり、コマンドラインでも使用可能です。Linux と Mac* 上ではコマンドラインでのみツールを使用することができ

ます。

* Linux と macOS オペレーティングシステムをこれらのオペレーティングシステム上で XBRL タクソノミ マネジャー を MapForce

Server、 StyleVision Server、または RaptorXML+XBRL Server などの Altova クロスプラットフォームサーバーと共に実行し

ている場合に適用可能です。

XBRL タクソノミ マネジャー は以下の機能を搭載しています:

· 使用中のコンピューターにインストールされている XBRL タクソノミをビューして、新規のバージョンをダウンロード可能か確認してくだ

さい。

· Altova 製品のリリースサイクルに関わらず XBRL タクソノミの新しいバージョンをダウンロードします。全てのタクソノミは XBRL タク

ソノミ マネジャー によりアクセス可能なオンラインベースのパッケージストレージ上で Altova により管理されており、使用可能になる

とすぐにダウンロードすることが可能です。

· タクソノミの複数のバージョン(または、必要な場合全てのバージジョン)をインストールまたはアンインストールする 

· 単一の XBRL タクソノミは [パッケージ] を表しており、他のタクソノミ上に依存関係が存在する場合があります。特定のタクソノミを

インストールまたはアンインストールすることを選択すると、依存関係を持つタクソノミが検知され、自動的にインストールまたはアンイ

ンストールされます。グラフィカルなユーザーインターフェイス (または適用できる場合コマンドラインは)依存が追加または削除されるこ

とを通知します。

· XBRL タクソノミ マネジャー により管理される XBRL タクソノミはインスタンス、またはスキーマドキュメントインの URI レファレンスが

インターネットからファイルを抽出することとは異なり、ローカルファイルから解決されることを有効化するXML カタログ メカニズムから

利益を得ることができます。通常パフォーマンス上の理由からリモート URI からのスキーマのレゾルーションが実質的ではない場合、

大きな XBRL タクソノミの場合これはとても重要です。

XBRL タクソノミ マネジャー は XBRL タクソノミの管理者が Altova XBRL-有効化されたアプリケーション の一つを使用していることを

必要とします。欧州銀行監督局レポーティングフレームワークタクソノミ、US-GAAP 金融レポーティングタクソノミ、他の多種の国別、また

は、ドメイン固有の XBRL タクソノミが含まれます。完全なリストを確認するには XBRL タクソノミ マネジャー を実行または list コマンドを

コマンドラインで実行します 。を参照してください。

カスタム XBRL タクソノミ

XBRL タクソノミ マネジャー に含まれるカスタム XBRL タクソノミと作業する場合、これらを以下のように有効化します:

· Altova XBRL-有効化済みのデスクトップアプリケーションから ツール | オプション メニューコマンドを実行し、 XBRL | タクソノミ

パッケージ 設定ページに移動します。設定ページから カスタム XBRL タクソノミの .zip パッケージを参照してください

· サポートするコマンドまたは API メソッドを実行する場合 Altova XBRL-有効化済みサーバーアプリケーションから --

taxonomy-package または --taxonomy-package-config-file オプションを提供してください。例えば、これらのオ

プションは valxbrl または valxbrltaxonomy などの RaptorXML+XBRL Server 内の XBRL 検証コマンドまたは

MapForce Server 内の run コマンド(または関連する API メソッド) によりサポートされています。

Altova XBRL-有効化済みアプリケーション

以下の Altova アプリケーションは XBRL-有効化済みで、 XBRL タクソノミ マネジャー により提供される機能によりメリットを受けています:

· Excel のための Altova XBRL アドイン (EBA, Solvency II)

· MapForce Enterprise Edition

· MapForce Server

72
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· MapForce Server Advanced Edition

· RaptorXML+XBRL Server

· StyleVision Server

· StyleVision Enterprise Edition

· XMLSpy Enterprise Edition

XBRL タクソノミ マネジャー を使用した XBRL タクソノミ 内での変更は同じコンピューターにインストールされている場合、上にリストさ

れたすべてのアプリケーションで反映されます。

インストール

Altova XBRL-有効化済みアプリケーション、または Altova Mission Kit Enterprise Edition をインストールすると XBRL タクソノ

ミ マネジャー は自動的にインストールされます。同様に、Altova XBRL-有効化済みアプリケーション、または Altova Mission Kit

Enterprise Edition をコンピューターからアンインストールすると自動的にアンインストールされます。

しくみ

Altova は製品内で使用されている全ての XBRL タクソノミを保管するオンラインタクソノミストレージを管理しています。このタクソノミストレー

ジは定期的に更新されます。例えば、発行機関により関連するタクソノミの新規のバージョンがリリースされた後などに更新されます。

XBRL タクソノミ マネジャー をグラフィカルなユーザーインターフェイスで実行すると、タクソノミをインストール、更新またはアンインストールするこ

とができるダイアログボックス内に使用可能な最新のタクソノミの情報が表示されます。コマンドラインインターフェイスで同じアクションを実行する

ことができます。
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Altova W eb サイト (https://www.altova.com/download)からダウンロードされた running .altova_ taxonomies ファイルを実行し

てタクソノミをインストールすることができます。更に XBRL タクソノミをロードするアクションを取る場合 StyleVision Server は不足する

XBRL タクソノミをインストールするようにプロンプトします。

タクソノミのインストール方法に関わらず、インストール済みのタクソノミに関する情報はコンピューター内で中央化された場所でトラックされてい

https://www.altova.com/download
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ます。これはローカルキャッシュディレクトリとして知られています。ローカルキャッシュディレクトリには(オンデマンドでインストールされる実際のタクソ

ノミファイルを除き) Altova パッケージに関する情報が含まれています。ローカルキャッシュディレクトリは以下のパスで見つけることができます:

Linux

/var/opt/Altova/pkgs

macOS

/var/Altova/pkgs

Windows

C:\ProgramData\Altova\pkgs

ローカルコンユ―ターにオンラインストレージの最新の状態を作成するためにローカルキャッシュディレクトリは時々自動的に更新されます。更に

具体的には、キャッシュは以下のように更新されます:

· XBRL タクソノミマネジャーを 実行 する場合。

· 同じカレンダーの日付で StyleVision Server を実行する場合。 

· StyleVision Server が既に実行中の場合、キャッシュディレクトリは 24 時間ごとに更新されます。 

· コマンドラインインターフェイスから更新を実行しローカルキャッシュをオンラインストレージからオンデマンドで更新することができます。 

タクソノミをインストールまたはアンインストールすると、ローカルキャッシュディレクトリは使用可能な情報、およびインストールされているタクソノミ

の情報、およびタクソノミファイル自身と共に自動的に更新されます。

ローカルキャッシュディレクトリはインストールまたはアンインストールするタクソノミをベースに自動的に管理されます。手動で変更または削

除されてはなりません。XBRL タクソノミ マネジャー を元の状態にリセットする必要がある場合、コマンドラインインターフェイスの reset

コマンドを実行してから initialize コマンドを実行します。または reset コマンドを -i オプションと共に実行してください。
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6.1 XBRL タクソノミ マネジャー の実行

XBRL タクソノミ マネジャー を下にリストされるアプローチで適用可能な場合実行することができます。

グラフィカルなユーザーインターフェイス (W indows のみ)

StyleVision Server が W indows 上で作動する場合 XBRL タクソノミ マネジャー を以下のように作動することができます:

· Altova W eb サイトからダウンロードされた .altova_ taxonomies 拡張子を持つファイルを (ダブルクリックして) 実行します。

· W indows コントロールパネルから  Altova タクソノミマネジャー エントリを右クリックして、 変更 または アンインストール をコン

テキストメニューから選択します。

更に、StyleVision Server のインストール後チェックボックス Altova タクソノミマネージャーの呼び出し がインストールウィザードの最後

のページで使用可能になります。

コマンドライン インターフェイス (W indows)

XBRL タクソノミ マネジャー をコマンドインターフェイスから実行する方法:

1. コマンドプロンプトを開きディレクトリを C:\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions に変更します。

2. コマンドラインでヘルプを表示するには、以下を実行します:

TaxonomyManager.exe --help

コマンドライン インターフェイス (Linux,  macOS)

XBRL タクソノミ マネジャー をコマンドインターフェイスから実行する方法:

1. ターミナルウィンドウを開き %INSTALLDIR% がプログラムのインストールディレクトリである %INSTALLDIR%/bin にディレ

クトリを変更します。を参照します。

2. コマンドラインでヘルプを表示するには、以下を実行します:

sudo ./taxonomymanager --help
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6.2 タクソノミのインストール

タクソノミを下にリストされるアプローチで適用可能な場合インストールすることができます。

以下の点に注意してください:

· XBRL タクソノミ マネジャー からタクソノミをインストールまたはアンインストールすると同じコンピューター上のすべてのユーザーアカウン

トに影響を及ぼします。

· XBRL タクソノミ マネジャー からタクソノミをインストールまたはアンインストールすると同じコンピューター上にインストールされている

Altova XBRL-有効化済みのすべてのアプリケーションに影響を与えます。

· 現在のタクソノミは他のタクソノミ上に依存関係があり、依存するタクソノミもインストールされます (または適用可能な場合アンイン

ストールされます)。

グラフィカルなユーザーインターフェイス (W indows のみ)

タクソノミをインストールする方法:

1. 実行 する。

2. インストールするタクソノミまたはタクソノミバージョンの横のチェックボックスを選択し [適用]をクリックします。

または .altova_taxonomies 拡張子を持つファイルを Altova W eb (https://www.altova.com/taxonomy-manager)サイトから

ダウンロードし、 .altova_taxonomies ファイルを実行するためにダブルクリックします。.altova_taxonomies ファイルを実行する際に

XBRL タクソノミ マネジャー が開かれます。

コマンドライン インターフェイス (W indows)

タクソノミをインストールするには、以下を実行します:

TaxonomyManager.exe install FILTER...

FILTER が以下を意味する箇所:

1. フォーマット <name>-<version> 内のタクソノミ識別子の例:  eba-2.10、us-gaap-2020.0。使用可能なすべてのタクソ

ノミ識別子をビューするには list コマンドを実行します。

2. Altova W eb サイトからダウンロードされた.altova_taxonomies ファイル。

コマンドライン インターフェイス (Linux,  macOS)

タクソノミをインストールするには、以下を実行します:

sudo ./taxonomymanager install FILTER...

FILTER が以下を意味する箇所:

1. フォーマット <name>-<version> 内のタクソノミ識別子の例:  eba-2.10、us-gaap-2020.0。使用可能なすべてのタクソ

ノミ識別子をビューするには list コマンドを実行します。

2. Altova W eb サイトからダウンロードされた.altova_taxonomies ファイル。

オンデマンドでタクソノミをインストールする

StyleVision Server が特定の XBRL タクソノミを検知すると使用中のコンピューターにインストールされる必要があります。オンデマンドでタ

https://www.altova.com/taxonomy-manager
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クソノミをインストールするようにプロンプトされる場合があります。例えば、 XBRL タクソノミのロードが必要なコマンドを実行し、 XBRL タクソ

ノミが現在インストールされていない場合でも、コマンドはキャンセルされ、いかに類似したエラーメッセージが表示されます:

Unable to load a schema with target namespace [...] from [...]. 

Details:

I/O Error: File [...] is part of missing taxonomy [...].Call 'taxonomymanager install

[...]'. 

不足するタクソノミをインストールには install コマンドをエラーメッセージにより提案された通り実行します。list コマンド を実行して以前

にインストールされたすべてのタクソノミを常に確認することができます。

パッチの適用

不定期に XBRL タクソノミは発行元からパッチを受け取ります。XBRL タクソノミマネジャーがパッチが使用可能であることを検知すると、以

下が表示されます:

· W indows の視覚的なユーザーインターフェイスを介して XBRL タクソノミマネジャーを使用すると、対応する XBRL タクソノミは

 アイコンと共に表示されます。 

· コマンドラインまたは Linux/macOS システムを使用すると、 list -u コマンドと共に実行可能ファイルを実行する際にリストさ

れているパッチを持つ XBRL タクソノミがリストされます。

W indows 上でパッチを適用する方法:

1. [パッチの選択] ボタンをクリックします。  から   への変更を修飾する各 XBRL タクソノミのアイコンとダイアログボックスは適

用されるパッチについて通知します。例:
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メモ: パッチの選択 ボタンは現在インストールされている XBRL タクソノミのためにパッチが使用な箇所でのみ有効化されています。 

2. [適用]をクリックします。

コマンドラインインターフェイスでパッチを適用する方法:

1. list -u  コマンドを実行します。パッチ更新が使用可能なタクソノミをリストします。

2. upgrade コマンドを実行してパッチをインストールします。

更に詳しい情報に関しては コマンドラインインターフェイスを参照してください。
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6.3 インストール済みのタクソノミをビューする

現在インストールされているタクソノミを下にリストされるアプローチで適用可能な場合ビューすることができます。

グラフィカルなユーザーインターフェイス (W indows のみ)

視覚的なユーザーインターフェイスからインストール済みのすべてのタクソノミをビューするにはXBRL タクソノミ マネジャー を 実行 します。タクソ

ノミ (または、タクソノミのバージョン) の横の選択済みのチェックボックスはそのタクソノミがインストール済みであることを示しています。

コマンドライン インターフェイス (W indows)

コマンドラインインターフェイスからすべての使用可能なタクソノミをビューするには、以下を実行します:

TaxonomyManager.exe list

インストール済みのタクソノミのみをビューするには、以下を実行します:

TaxonomyManager.exe list -i

新規のバージョンが使用可能なタクソノミのみをビューするには、以下を実行します:

TaxonomyManager.exe list -u

コマンドライン インターフェイス (Linux,  macOS)

使用可能な全てのタクソノミをビューするには、以下を実行します:

sudo ./taxonomymanager list

インストール済みのタクソノミのみをビューするには、以下を実行します:

sudo ./taxonomymanager list -i

新規のバージョンが使用可能なタクソノミのみをビューするには、以下を実行します:

sudo ./taxonomymanager list -u
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6.4 タクソノミのアンインストール

タクソノミを下にリストされるアプローチで適用可能な場合アンインストールすることができます。

グラフィカルなユーザーインターフェイス (W indows のみ)

タクソノミをアンインストールする方法:

1. 実行 する。

2. アンインストールするタクソノミまたはタクソノミバージョンの横のチェックボックスのチェックを解除します。選択されたタクソノミが他のタク

ソノミパッケージに依存する場合、依存関係も削除されることを通知するダイアログボックスが開かれます。例:

3. [適用] をクリックしてタクソノミとその依存関係を削除します。

コマンドライン インターフェイス (W indows)

タクソノミをアンインストールするには、以下を実行します:

TaxonomyManager.exe uninstall FILTER...

FILTER が以下を意味する箇所:

1. フォーマット <name>-<version> 内のタクソノミ識別子の例:  eba-2.10、us-gaap-2020.0。使用可能なすべてのタクソ

ノミ識別子をビューするには list コマンドを実行します。

2. Altova W eb サイトからダウンロードされた.altova_taxonomies ファイル。

コマンドライン インターフェイス (Linux,  macOS)

パッケージをアンインストールするには、以下を実行します:

sudo ./taxonomymanager uninstall FILTER...

FILTER が以下を意味する箇所:

1. フォーマット <name>-<version> 内のタクソノミ識別子の例:  eba-2.10、us-gaap-2020.0。使用可能なすべてのタクソ

ノミ識別子をビューするには list コマンドを実行します。

2. Altova W eb サイトからダウンロードされた.altova_taxonomies ファイル。
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6.5 コマンドライン インターフェイス

XBRL タクソノミ マネジャー をコマンドラインで呼び出すには場合実行可能ファイルのパスを知っている必要があります。デフォルトで XBRL タ

クソノミ マネジャー 実行可能ファイルを以下のパスで見つけることができます:

Linux*

/opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin/taxonomymanager

macOS*

/usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/bin/taxonomymanager

Windows

C:\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions\TaxonomyManager.exe

* Linux と macOS パスをこれらのオペレーティングシステム上で XBRL タクソノミ マネジャー を MapForce Server、

StyleVision Server、または RaptorXML+XBRL Server などの Altova クロスプラットフォームサーバーと共に実行している場

合に適用可能です。

規則としては、このドキュメンテーションは特定のコマンドを説明する際に実行可能ファイルのフルパスを省略し、実行可能ファイルのなめを使

用する代わりに <exec> を使用します。 例:

<exec> help

<exec> は実行可能ファイルのパスまたは名前です。

XBRL タクソノミ マネジャー をインストールディレクトリから呼び出す方法

実行可能ファイルをフルパスを入力することなく呼び出すには、現在のディレクトリを以下の1つに変更します:

Linux

cd /opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin

macOS

cd /usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/bin

Windows

cd "C:\ProgramData\Altova\SharedBetweenVersions"

相対的なパスを使用してコマンドを実行し実行可能ファイルを呼び出すことができます。

Linux

sudo ./taxonomymanager help

macOS

sudo ./taxonomymanager help

Windows

TaxonomyManager.exe help

メモ: Linux と macOS システム上では、プレフィックス ./ は実行可能ファイルが現在のディレクトリ内にあることを示しています。sudo

はコマンドがルート特権と共に実行されなければならないことを示しています。

XBRL タクソノミ マネジャー をディレクトリから呼び出す方法

実行可能ファイルをディレクトリから呼び出すには絶対パスを使用して参照してください。または、プログラムを実行可能ファイル名を入力する

だけで呼び出す場合、使用中のオペレーティングシステムの PATH 環境変数を編集することにより、 実行可能ファイルのディレクトリへのフル

パスが含まれるようになります。PATH 環境変数を変更する方法に関しては、使用中のオペレーティングシステムのドキュメンテーションを参照
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してください。

メモ:

· PATH 環境変数の変更後、 ターミナルウィンドウを閉じ、変更の効果が反映されるように新規のウィンドウを開く必要がある場合

があります。

· Linux と macOS 上では、 sudo の使用はユーザーの PATH を考慮していません。

コマンドライン構文

コマンドラインを使用するための一般的な構文は以下の通りです:

<exec> -h | --help | --version | <command> [options] [arguments]

上のリスト内で垂直バー | は相互に排他的なアイテムを分割します。角かっこは [] は任意のアイテムを示しています。基本的には、 --h,

--help、または --version オプションまたはコマンドが後に続く実行可能ファイルパスを入力することができます。各コマンドはオプションと

引数を持つ場合があります。コマンドのリストは以下のセクションで説明されています:

6 .5 .1 help

このコマンドは XBRL タクソノミ マネジャー 実行可能ファイルに関連するコマンドに関するコンテキストのヘルプを提供します。 

構文

<exec> help [command]

[command] が有効なコマンド名を指定するオプションの引数である個所。 

リマーク

-h または --help が後に続くコマンドを入力してヘルプを呼び出すことができます。例:

<exec> list -h

実行可能ファイルの後に -h または --help を入力して一般的なヘルプを呼び出すことができます。例:

<exec> --help

サンプル

次のコマンドは list コマンドに関するヘルプを表示します:

Linux、macOS

./taxonomymanager help list

Windows

TaxonomyManager.exe help list



84 XBRL タクソノミ マネジャー コマンドライン インターフェイス

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova StyleVision Server 2021

6 .5 .2 info

このコマンドは引数として与えられたタクソノミのそれぞれの詳細を表示します。詳細にはタイトル、バージョン、詳細、後悔元、依存レファレン

スが含まれています。

構文

<exec> info [options] FILTER...

複数のタクソノミを指定するには FILTER を必要な回数繰り返します。 

引数

FILTER

名前内にこの文字列を含むタクソノミをリストします (例えば、eba または us-gaap-2020.0)。こ

の引数を複数回指定することができます。

識別子のフルリストをビューするには list コマンドを実行します。 

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

例

以下のコマンドは eba-2.10 と us-gaap-2020.0 タクソノミに関する詳細を表示します:

Linux、macOS

./taxonomymanager info eba-2.10 us-gaap-2020.0

Windows

TaxonomyManager.exe info eba-2.10 us-gaap-2020.0

6 .5 .3 initialize

このコマンドは XBRL タクソノミ マネジャー 環境を初期化します。タクソノミに関するすべての情報が保管されている個所でキャッシュディレク

トリを作成します。XBRL タクソノミ マネジャー を含む Altova アプリケーションをインストールすると初回に初期化が実行されるため、通常こ

のコマンドを実行する必要はありません。reset コマンドを実行後に通常このコマンドを 実行する必要があります。

構文

<exec> initialize [options]

このコマンドのエイリアスは init です。

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。
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--silent, --s

エラーメッセージのみを表示します。デフォルトの値は false です。

--verbose, --v

実行中の追加情報を表示します。デフォルトの値は false です。

6 .5 .4 install

このコマンドは1つまたは複数のタクソノミをインストールします。 以下の点に注意してください:

· XBRL タクソノミ マネジャー からタクソノミをインストールまたはアンインストールすると同じコンピューター上のすべてのユーザーアカウン

トに影響を及ぼします。

· XBRL タクソノミ マネジャー からタクソノミをインストールまたはアンインストールすると同じコンピューター上にインストールされている

Altova XBRL-有効化済みのすべてのアプリケーションに影響を与えます。

· 現在のタクソノミは他のタクソノミ上に依存関係があり、依存するタクソノミもインストールされます (または適用可能な場合アンイン

ストールされます)。

構文

<exec> install [options] FILTER...

複数のタクソノミを指定するには FILTER を必要な回数繰り返します。

引数

FILTER

FILTER が以下を意味する箇所:

1. フォーマット <name>-<version> 内のタクソノミ識別子の例:  eba-2.10、us-

gaap-2020.0。使用可能なすべてのタクソノミ識別子をビューするには list コマンド

を実行します。

2. Altova W eb サイトからダウンロードされた.altova_taxonomies ファイル。

一意の場合省略された識別子を使用することができます、例えば、eba。 省略された識別子を使

用する場合、そのタクソノミの使用可能な最新バージョンがインストールされます。

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

--silent, --s

エラーメッセージのみを表示します。デフォルトの値は false です。

--verbose, --v

実行中の追加情報を表示します。デフォルトの値は false です。

サンプル

以下のコマンドは最新の eba (欧州銀行監督局) と us-gaap (米国会計基準) タクソノミをインストールします:

Linux、macOS

./taxonomymanager install eba us-gaap

Windows

TaxonomyManager.exe install eba us-gaap
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6 .5 .5 list

このコマンドを使用して以下の方法の1つによりコマンドラインでタクソノミをリストします。

· 使用可能なタクソノミを全てリストします

· 特定のタクソノミをリストします

· インストール済みのタクソノミのみをリストします

· アップグレードが必要なタクソノミのみをリストします

構文

<exec> list [options] [FILTER...]

このコマンドは ls を使用して省略することができます。

引数

FILTER

名前内にこの文字列を含むタクソノミのみをリストします。この引数を複数回指定することができま

す。

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

--installed, --i

インストール済みのタクソノミのみをリストしますデフォルトの値は false です。

--upgradeable, --u

パッチ更新が使用可能なタクソノミのみをリストします。デフォルトの値は false です。

例

使用可能な全てのタクソノミをリストするには、以下を実行します:

Linux、macOS

./taxonomymanager list

Windows

TaxonomyManager.exe list

インストール済みのタクソノミのみをリストするには、以下を実行します:

Linux、macOS

./taxonomymanager list -i

Windows

TaxonomyManager.exe list -i

名前内に "eba" または "us-gaap" を含むすべてのタクソノミをリストするには、以下を実行します:

Linux、macOS

./taxonomymanager list eba us-gaap
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Windows

TaxonomyManager.exe list eba us-gaap

6 .5 .6 reset

このコマンドはすべてのインストールされたタクソノミとキャッシュディレクトリを削除します。

警告:  このコマンドはすべてのインストールされたタクソノミとその情報を削除します。 

このコマンドの実行後、キャッシュディレクトリを再作成するために initialize コマンドを実行してください。または reset コマンドを -i

オプションと共に実行してください。 

reset -i は製品オリジナルのインストールを復元するため、リセット後に更に update コマンドを実行することが奨励されます。または、 -

i と -u オプションを使用してコマンドをリセットします。

構文

<exec> reset [options]

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

--init, --i

XBRL タクソノミマネジャー環境をリセット後初期化してください。有効な値は true または false

です。デフォルトの値は false です。

--silent, --s

エラーメッセージのみを表示します。デフォルトの値は false です。

--update, --u

XBRL タクソノミマネジャー環境をリセット後に初期化し更新してください。有効な値は true また

は false です。デフォルトの値は false です。

--verbose, --v

実行中の追加情報を表示します。デフォルトの値は false です。

例

XBRL タクソノミ マネジャー をリセットするには、以下を実行します:

Linux、macOS

./taxonomymanager reset

Windows

TaxonomyManager.exe reset
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6 .5 .7 setdeflang

このコマンドは XBRL タクソノミ マネジャー の言語を設定します。

構文

<exec> setdeflang language

language が言語コードを提供する必須の引数の箇所。このコマンドのエイリアスは sdl です。

引数

language

設定する言語有効な言語は英語 (en)、フランス語、 (fr)、ドイツ語 (de)、 日本語 (ja)、およ

びスペイン語 (es) です。

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

サンプル

言語をスペイン語に設定するには、以下を実行します:

Linux、macOS

./taxonomymanager setdeflang es

Windows

TaxonomyManager.exe setdeflang es

6 .5 .8 uninstall

このコマンドは1つまたは複数のタクソノミをアンインストールします。デフォルトでは現在のタクソノミにより参照されるタクソノミもアンインストールさ

れます。現在のタクソノミだけをアンインストールし、参照されたタクソノミを保つにはオプション --k を設定します。

構文

<exec> uninstall FILTER...

複数のタクソノミを指定するには FILTER を必要な回数繰り返します。 

引数

FILTER

FILTER が以下を意味する箇所:

1. フォーマット <name>-<version> 内のタクソノミ識別子の例:  eba-2.10、us-

gaap-2020.0。使用可能なすべてのタクソノミ識別子をビューするには list コマンド

を実行します。
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2. Altova W eb サイトからダウンロードされた.altova_taxonomies ファイル。

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

--keep-references, --

k

このオプションが設定されると、参照されたタクソノミはアンインストールされません。デフォルトの値は

false です。

--silent, --s

エラーメッセージのみを表示します。デフォルトの値は false です。

--verbose, --v

実行中の追加情報を表示します。デフォルトの値は false です。

サンプル

以下のコマンドは eba-2.10 と us-gaap-2020.0 タクソノミとその依存関係をアンインストールします:

Linux、macOS

./taxonomymanager uninstall eba-2.10 us-gaap-2020.0

Windows

TaxonomyManager.exe uninstall eba-2.10 us-gaap-2020.0

6 .5 .9 update

このコマンドクエリはオンラインストレージから使用可能なタクソノミのリストをクエリし、ローカルのキャッシュディレクトリを更新します。この情報の

更新は明示的に行われ、 reset と initialize を実行した場合を除いてこのコマンドを実行する必要はありません。

構文

<exec> update [options]

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

--silent, --s

エラーメッセージのみを表示します。デフォルトの値は false です。

--verbose, --v

実行中の追加情報を表示します。デフォルトの値は false です。

サンプル

以下のコマンドはタクソノミの情報を明示的に更新します。

Linux、macOS

./taxonomymanager update

Windows

TaxonomyManager.exe update
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6 .5 .10 upgrade

このコマンドは全ての対象のタクソノミを使用可能な最新 patch  バージョンにアップグレードします。すなわち、特定のリリースのパッチレベル

でのみ更新を行います。このコマンドを実行することは使用可能なタクソノミを更新する場合のみ意味があります。list -u コマンドを実行

して更新可能なタクソノミを識別することができます。

構文

<exec> upgrade [options]

オプション

--help, --h

コマンドラインでこのコマンドに関するヘルプを表示します。

--silent, --s

エラーメッセージのみを表示します。デフォルトの値は false です。

--verbose, --v

実行中の追加情報を表示します。デフォルトの値は false です。
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